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12 Table.2⑦ 外面高台にかけて水引き 外面高台にかけて水挽き
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參 〇

21 23 全体的に平担である 全体的に平坦である

21 25 ぼぼ平士な安山岩 ぼぼ平:^な安山岩

25 32 標高が129.90cm前後で 標高が129.90m前後で

28 Table.7② ロクロ水$き成形 ロクロ水き成形

29 Table.8③ ロクロ水引き成形 ロクロ水挽き成形

29 Table.8 ® ロクロ水引き成形 ロクロ水挽き成形

32 j 7 ' 標高は126.65cm付近で 標高は126.65m付近で
---- 1 : -
34 | Table.9⑤ 巻きあげ水引き成形 巻きあげ水挽き成形
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35 | Table.12表題軒久瓦 軒平瓦

38 i Table. 30表題軒丸瓦 軒平瓦

40 j 1 (イ)と類ムしたものが (イ)と類品したものが
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60| 4 7.第23次B軽石層下瓦溜 6.第23次B軽石層下瓦溜
——j------------------------ ------------------ — r~6 -
61j 2 10.第23次瓦溜「大伴」 7.第23次瓦溜「大伴」



序

史跡上野国分寺跡の保存整備事業も4年目となり、発掘調査の結果、1230余年前に建てられた 

伽藍の様子も次第に明らかとなってまいりました。今年度は平安時代の記録に書かれた南大門や 

僧房の跡を確認することを中心に発掘調査を進めてまいりましたが、南大門跡では建物の礎石や 

築地塀の跡が発見されるなど、注目すべき成果を上げることができました。また史跡地の公有地 

化については、地権者ならびに地元の方々のご理解とご協力により指定地内の墓地の移転をほぼ 

終えることができました。

この調査の概要を紹介し、今後の事業の進展の一助とするため本書を刊行いたしました。関係 

者をはじめ広く県民の皆様にご活用いただければ幸いです。

最後となりましたが、本事業を進めるに当って多大なるご協力をいただいた文化庁、地元教育 

委員会など各機関、地元をはじめとする多数の方々に深甚の謝意を表する次第です。

昭和59年3月31日

群馬県教育委員会教育長 横山 巖
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I 遺跡の位置と立地環境

1.位置

関東平野の北西隅、前橋市街の西方約4kmで、群馬郡群馬町東国分•同引間•前橋市元総社町 

に跨る位置にある。地形的には榛名山東南麓に広がる扇状地の末端にあたり、南を染谷川、北を 

牛池川に挾まれる北西から南東への緩い傾斜を示す徴高台地上に立地する。寺域の北西部は標高 

129.0m、南東部は127.5mを測る。西から妙義•浅間•榛名•小野子.子持•谷川.赤城の山々を 

眺み、南には平野が広がる景観をもつ。

史跡地の北側に町道、東と西側に小道が走り、南にはテラス状の平坦地が約100 m続いて染谷 

川に至る。北側に群馬町東国分の集落が近接するが、南•東•西方は畑と水田で家屋は少なく、 

比較的良好な環境が保たれている。寺域内は北半部に民家と墓地があり、中央部に金堂と塔跡が 

土壇4犬に残る以外は畑地であり、かっては桑園であった。

Fig.1 史跡上野国分寺跡と周辺の遺跡 1/50,000

①史跡上野国分寺跡 

②上野国分尼寺跡

③ 山王廃寺跡
④ 上野国府推定地
⑤ 総社神社
⑥ 王山古墳
⑦ 史跡二子山古墳
⑧ 愛宕山古墳
⑨ 史跡宝塔山古墳 

⑯史跡蛇穴山古墳



2 .立地環境

東方約5⑻mに国分尼寺がある。昭和45年に行なわれた調査で6 X 4間の講堂と推定される礎 

石建物が確認されているが、伽藍配置.寺域の範囲については不明な点が多い。現在は畑地とな 

っており比較的良好な環境を保っているので、今後調査が行われればそれらも明らかにされる 

ことが期待される。南東約1.4kmには国府推定地がある。市街地化が進んでいるが、旧総社の跡 

とされる小祠などがあり、南面には推定東山道に接して人為的とみられる段差が認められる。ま 

た北東約1kmには7世紀後半の創建である山王廃寺がある。ここには地下式の塔心礎や石製鴉尾• 

根卷石が残っており、「放光寺」とへラ描きされた瓦が出土している。国分僧寺と尼寺の間を南北 

に貫くように建設されている関越自動車道の敷地の発掘調査では、縄文時代から近世まで各時代 

の遺構が検出されているが、奈良〜平安時代の集落も多く確認されており、そこから出土した瓦 

や石材などの遺物と併せて国分寺の立地や変遷と密接な関連を示している。そして南約3.5kmの 

日高遺跡では広い範囲に条里制地割をもつ水田址が検出されている。これらの遺跡の所在から、 

この一帯が律令制下における上野国の中枢部をなしていたことが知られる。

Fig. 2 上野国分寺跡全景(昭和56年3月撮影)



n 調査に至る経過

上野国分寺跡は、平安時代中頃の記録が残る稀有な遺跡として知られており、大正15年10月20 

日付で史跡に指定され.た。指定面積は62,092nfで寺域の南面部分も含んでいる。昭和43年に関越 

自動車道の基本計画が、その翌年には整備計画が発表されたが、それによるとこの自動車道は国 

分寺跡の東側約150 mのところを南北に走り、南東約2 kmのところには前橋インターチヱンジが 

できることになった。この開通により国分寺周迈への開発の波及は必至の情勢となり、群馬県教 

育委員会ではこの保存のため指定地の公有化を検討し、昭和47年度から地権者との折衝を開始し 

た。その結果、史跡上野国分寺跡土地買上事業は昭和48年度から開始され、以後昭和58年度まで 

に総事業費11億1,922万円、買上面積は51,463.35nfで全体の82.9%となった。

この土地買上事業の進展に併い、昭和55年度から史跡上野国分寺跡整備委員会を発足させると 

ともに、遺構を確認し整備のための各種の資料を得るベく発掘調査に着手した。

Ⅲ昭和55 • 56 • 57年度調査の概要

1.昭和55年度の調査

寺域および主要伽藍の配置の確認を目的とし、全域に第卜11トレンチ(巾3m)を設定して実施した。 

遺構 確認された遺構の概要は次の通りである。

① 第1、9トレンチのS 96〜101で南逊築垣(SF01)が確認された。基底巾4.8〜6m、上端巾 

(現状)1.5mで、高さは寺域内から0.7〜1.4m、寺域外から1.3〜1.8mを測り、断面は台形を 

呈す。地山を削り出し、その上に粘性のある黒褐色土を積んで造っているが、版築の状況は見ら 

れない。南側に接して巾約3.6mの浅い溝(SD01)があり、また北側には巾40cmの小溝がある。築 

垣の北側には瓦片を包含する層があり、この上に浅間山噴出のB軽石(以後、B軽石と略す)の 

糸屯層堆積が認められる。築垣の走向はE —3° 50z — NをZKす。

② 第5トレンチのE127付近で高さ48cmの基壇の立ち上がりが検出された。金堂の東方にあ 

たり従来から東大門が想定されていた地点であるため、その基壇の一部である可能性が考えられ 

た。またE108〜112.4でも高さ34cmの削り出し基壇状の遺構が検出された。

③ 第11トレンチの塔跡に近い位置に瓦の集積があり、W1〜3では8世紀後半の竪穴住居(S 

J01)が検出された。また寺域の中央部を南北に走る細長い窪地は、深さ約2mの溝;［犬に掘られた 

ものであることが確認され、底部から五輪塔•馬骨などが出土した。

④ 南辺の第2 • 7、西辺の第3 • 4、北迈の第6 • 8トレンチでは、国分寺に直接関係する遺 

構は確認されなかった。

遺物 コンテナーバット2⑻個分が出土した。その大部分は瓦であるが、奈良〜平安時代の土師 

器•須恵器•中世土器も出土しており、特に奈良三彩片の出土したことが注目される。

発掘調査と併せて、金堂•塔跡の現況実測図(1/50)の作成、航空測量用写真の撮影を実施した。 

また、第1回整備委員会を昭和55年11月18日、同幹事会議を昭和56年3月5日に開催した。これ 

らの成果は『史跡上野国分寺跡一寺域確認発掘調査概要一』にまとめて発表した。



2 .昭和56年度の調査

先年度に引き続き寺域および主要伽藍のうち講堂と回廊の確認を主な目的とした。金堂周辺と

東半部に第12〜15のトレンチ(巾3m)を設定し、検出ク［犬況に応じて拡張を行った。

遣構 確認された遺構の概要は次の通りである。

① 第5トレンチを史跡地東端まで延長し、南北方向に拡張した。N17-E132で100X70cmで上面 

が平坦な石1個を検出した。西側を低くしているが、⑷これは『史蹟調査報告第二』(内務省 

1927年)などにおいて「安山岩の自然石にして一部を欠損し居り、其下方には根固めの為めに入 

れた多数の丸石を存し、礎石たることは明白であった」と述べられているものと同一とみられる 

(ロ磁路を挾んで東側にも同様な石の所在することが確認されている(ハ)原位置から若干移動して 

いるが、これと金堂中心との距離は106.8mを測る、などの点からこれを東大門西側柱列の礎石の 

1つと推定した。史跡地内では主要伽藍と方向を同じくする2X3間の掘立柱建物(SB07)、8世 

紀後半頃の竪穴住居(SJ 05.06)、土壙(SK01)、これの覆土上に造られた平安時代の竪穴住居( 

SJ02.03.04.07)などが検出されたが、築垣あるいは溝などは確認されなかった。この北方の 

第13トレンチでも同様な状況であり、東辺築垣は史跡地東辺に沿う農道に一致することが想定さ 

れた。先年度調査で基壇状の立ち上がりとしたのはSJ06の東側壁であることが確認された。

② 金堂の北方〜史跡地北端の第12トレンチでは、地山を浅く掘り込み、周縁に玉石が散在する 

径約90cmの円形の掘形を2ヶ所で検出した。これを周辺の7ヶ所の円形掘形と玉石集積とを併せ 

て検討をした結果、中央部の間口 420cm、その西側が390cm、奧行は4間で330cm等間、中軸線は 

金堂と一致することがわかり、これを講堂跡(SB06)と推定した。金堂とは中心一中心で4,710cm 

を測る。桁行の両側部分は攪乱のため検出できず、また基壇の痕跡も確認できなかったため、全 

体の規模は不明である。

③ 塔跡東側の第11トレンチの拡張を行ない、東壁にカマドを持つ竪穴住居(SJ01)の全容を確 

認した。S 9 . W1では径約80cmの円形土壙内に玉石が密集してあるのを検出した。金堂の西側 

柱列から14.5mの位置にあり、西面回廊の礎石根石の可能性がある。第5トレンチの金堂東側では 

土壙があり、下層部から「至徳二年」(1385年)、「応永十八年」(1411年)の年号を持つ宝篋印塔• 

五輪塔などが出土した。この土壙により回廊と金堂の取り付き部は確認できなかった。

④ 塔跡と中軸線を挾んで東に相対する位置に第15トレンチを設定した。ここは地山が窪地状と 

なっており、ここに夥しい量の瓦が山積み状に検出された。この中には壁土 •漆喰片••木炭片が 

混じり、下部からは溝の切り込みをもつ凝灰岩切石が出土したことから、建物の部材が一括し 

て廃棄された;I犬況が想定される。瓦の中には石臼•内耳堝形土器が入っていることから、廃棄の 

時期は中世であるとみられ、金堂周辺から出土する中世の石塔類との関連が考えられる。

遺物 瓦を主に、コンテナーバット110個•ZOkg入飼料袋497袋分がある。土器類では奈良三彩片、 

「福」と墨書する須恵器埦、内面に輪宝を墨書する中世の素焼きの皿など、また円面硯•瓦塔な 

どがある。文字瓦は3⑻点近くあった。石造物は宝篋印塔•五輪塔など70点の出土を各た。

発掘調査に併せて、航空測量による地形図(1/2⑻、1/500)を作成した。また整備委員会幹事会



議を昭和56年9月22日、整備委員会を昭和57年1月13日に開催した。これらの成果は『史跡上野 

国分寺跡発掘調査概要2』にまとめて発表した。

3 .昭和57年度の調査

第16〜19次調査を、寺域南東隅周辺の確認、塔基壇と西面回廊の確認を目的として行った。 

遣構 確認された遺構の概要は次の通りである。

① 第16次調査は南辺築垣(SF01)と東辺築垣との交点と推定される部分およびその南側で行っ 

た。地山はS10〇〜101で階段状に削られており、これより南側では次第に低くなっていく。これは 

築垣基部の造作とみられるが、上部の築土は残存していない。築垣の南側は染谷川に向って広がる 

谷地形となっており、その東側の肩部はE135付近にある。この谷地の土層の中位にはB軽石の 

純層堆積があり、谷地の縁辺部には踏み固められた状況があって、B軽石堆積以前に改修のなさ 

れていたことが考えられる。以上のことからこの谷の北縁上を南®として寺地の占定がなされた 

ことが窺える。また谷地の底部付近からは大型の瓦片が出土しており、南辺築垣は瓦葺であったと 

みられる。

② 塔跡南東側の第17次調査では、一帯に軽石混黒褐色粘質土の盛土があり、これがW12〜13を 

境として塔跡寄りでは一段低くなっており、一面に瓦片と土器類が散布している状況が確認され 

た。W 7〜10で金堂と方向を同じくする梁行2間(3.45cm)の掘立柱建物(SB09)が検出され、 

西面回廊の一部である可能性が考えられたが、南面回廊の部分は検出されなかった。

③ 金堂跡西側の第18次調査区は、地山面まで浅く遺構の残存状況は悪い。SB09の北側への 

延長および金堂への屈折部は検出されなかった。N 5 -W7付近で2X3間の掘立柱建物(SB 

08)を検出したが、これは調査基準線に対し北で約4° 30z東へ偏しており、柱穴掘形の埋土に瓦 

片の含まれていることから、平安時代に属するものとみられる。また塔跡の北東約23mで竪穴住 

居1軒(SJ08)を検出したが、カマド焚口には丸瓦が使われている。又底面から出土する土器か 

ら平安時代前期のものとみられる。金堂の西側の部分には中世に属する墓壙7基と井戸(SE03) 

があり、国分寺廃絶後金堂周辺が墓域化していたことを窺わせる。

④ 第19次調査は塔基壇の規模と構造の確認を目的とした。この結果、基壇は一辺長1920cm (64 

尺)側柱列からの出は420 cm (14尺)で、旧表土を掘り込んで版築状に盛土をし、標高129mを 

基部として角閃石安山岩切石を積み上げて側面の化粧をしている。礎石上面は標高130.25〜13〇. 

34mであることから基壇の高さはl20cm ( 4尺)前後であるとみられる。また基壇は現状では南 

と西に広くなっているが、これは後代の堆積と明治期の盛土であり、塔院に関係する基壇ではな 

いことが'^!明した。

遺物 瓦を主に、コンテナーバット3⑻個•飼料袋12⑻袋分以上が出土し、特に塔に使用された 

とみられる軒丸瓦の中で素弁8葉で花弁が楕円形状となるものの量が多いことに注目された。 

発掘調査に併せて「史跡上野国分寺跡整備基本計画」を委託して作成し、また昭和57年8月3 

日に整備委員会幹事会議、同9月29日と昭和58年2月15日に整備委員会を開催した。これらの成



果は『史跡上野国分寺跡発掘調査概要3』にまとめて発表した。

N調査の概要

1.目的および調査方法

目的 昭和55 • 56 • 57年度の調査の成果にもとづき、整備のための具体的な資料を得るために次 

の諸点を目的として実施した。

① 僧房の位置と規模の確認。

② 北辺築垣の位置と形状の確認。

③ 中門および南面回廊の確認。

④ 南大門および南辺築垣の確認。

⑤ 南大門周辺出土の瓦類の調査。

調査方法 基本的には昭和55 • 56 • 57年度と同じである。

① 昭和56年度まではトレンチによる調査を•主とし、状況に応じてこれを拡張する方法をとり、 

第1〜15トレンチを設定した。昭和57年度以降は発掘区域を面的にとるためトレンチの名称を 

廃し、「第〇次調査」と称している。

② トレンチ名称との混同を避けて第16次調査から始め、以後調査順に第23次調査まで実施した。

③ 調査基準線は国土座標第K系X=+43,750.0、Y=-72,500.0を基準点とし、座標北より4° 

西偏させて設定した。ただし本書においては、方位は国土座標によって表示している。

④ 各調査区域•遺構の座標値は、基準点を(0.0)とし、東.西•南.北をE • W • S • N 

として、これからの距離(m)でもって表示した。

⑤ 遺構の配置などの検討にあたっては1/200および1/500地形図を使用した。

Table.1 調査区の位置と目的 発掘面積 1,924nf
調査次位 置 c 目 的 11 備 考

12トレ 金堂の北方•講堂跡の南側 柱穴列(SA01)の全容の確認 調査面積 107nf
ン千 N58〜64 E6〜11 昭和56年度調査の拡張

' N56〜64 E16〜27
孤 N55〜58 E 36 〜40

講堂跡と北边築垣推定位置との間 僧房の確認 調査面積977rrf
N88〜94 W 〇〜15 寺域北辺部の状況確認
N88〜98 E6 〜12
N98〜118 E2 〜12
N88 〜115 E31〜50
N88 〜94 E 51〜70

史跡地北西隅の墓地跡 北辺築垣の確認 調査面積120rrf
N126 〜137 W64—68

Zi N128 〜135 W69〜73
N126 〜137 W73—80

金堂の南方 中門•南面回廊の確認 調査面積401.5irf
S 39〜59 E 27〜37

22 S45.5 〜54 E 37 〜42
S 28 〜38 E 5〇〜53
S 37 〜46 E 5〇〜65

寺域南辺の中央部 南大門•南辺築垣の確認 調査面積_318.5rrf
S92〜102 E26〜37 S B02の全容の確認 S85〜101E59〜65は

23 S102〜109 E28.5〜37 第1トレンチの拡張
S85 〜10] E59〜65 S93〜102 E 6 〜12は

(S93〜102 E 6 -12)調査が一部未了



⑥ 遺構は次の分類記号によって表示し、それぞれの遺構ごとに一連番号を付した。

SA:柱穴列などSB :建物 SD :溝.濠 SE :井戸 SF :築垣.塀 S J :竪穴 

住居 SK:土壙SX:性格不明

昭和58年度調査地

Fig. 3遺跡全体図•トレンチおよび調査区位置図1/2,000



2 .調査の経過

本年度の発掘調査は、昭和58年4月26日から12月17日まで実施し、同12月19日からは資料およ 

び出土遺物の整理を行っている。以下、その経過を月ごとに略記する。

4月 調査の諸手続き、準備のうえ、26日より第12トレンチ拡張区の調査に着手する。SA01の 

柱穴が西に2個検出されるが東への広がりは無く、全部で9個=8間分を確認する。

5月SA01の精査と並行して第20次調査に着手する。全体に移転家屋や溜池の跡があるため攪 

乱が著しく、砂礫層の地山で小柱穴が多数検出される。史跡地北西隅、金堂跡にある墓地の移転 

が始まり、これの立合い調査をする。

6月 第20次#は地山が流水により削られた4犬況があり、僧房と認められる建物の遺構は確認で 

きず、国分寺に関係するものとしては平安時代の井戸1基を検出したにとどまった。また流水に 

よる砂礫の堆積があり、この下面では一辺30cm前後の小形の柱穴が多数と中世に属するとみられる 

井尸2基が検出された。

7月 第20次を東•西に拡張するが、一帯に流水の痕があり僧房などの遺構は確認されない。 

8月 第20次の精査を進めるとともに、第21次調査に着手する。表土は1〇〜20cmと浅く砂質土の 

地山となる。墓拡による攪乱が著しいがN131から北で地山が僅かに高くなっている状況が確認 

され、北辺築垣の基部である可能性が考えられた。組立式収蔵庫を新設し遺物を収納する。

9月 第22次調査に着手する。ロームの地山まで攪乱が及んでおり、中門と推定した位置には中 

世〜近世の東西溝がある。この南側では黒褐色粘質土の堆積があり、この面で古墳時代後期の竪 

穴住居が検出された。東方に拡張区を設定するが、ここでも南面回廊は確認できず、古墳時代後 

期め竪穴住居と中世とみられる井戸が検出された。ただ東西溝の底部にはやや小形の礎石とみら 

れる石が2個転がり込んでいることが注目された。

10月 第22次の精査と併せて、第23次調査に着手する。表土の排除を進めるうちに南北方向に礎石 

3個が並んでいるのが検出され、南大門の東側柱の礎石であることが確認された〇またこれの東 

側に南辺築垣が検出され、地山を削って造った基部の上にロームなどの粘質土を使った版築様の 

盛土のあるのが'?萑認された。また周辺には多量の瓦が散布している状況が検出された。

11月 第23次の調査を進める。南大門基壇の基部にある玉石列が検出されたが、方向を異にして 

2列あるのが'®認され、建て替えの行われた可能性が考えられた。また東方に拡張区を設定して 

南辺築垣と瓦積み基壇をもっとみられた建物跡の全容の検出を行った。1日に整備委員会幹事会、 

21日に整備委員会を開催した。

12月 第23次の西方へ拡張区を設定し、南大門の西側部分の検出を行ったが、築垣の一部を検 

出したにとどまった。実測などを終了し、12月10日に現地説明会を開催した。17日に埋め戻し作 

業を完了した。

1月以降 各種調査資料の整理と出土遺物の注記•実測.拓本などの作業を進める。



北辺築垣想定線(1)

北辺築垣想定線(2»

西
辺
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築
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Fig. 4 遺構全体図1/1,000



3 .第12トレンチ拡張調査

(1)遺構

昭和56年度調査の第12トレンチのN58〜60 • E23〜40の範囲で東西方向に並ぶ柱穴7個分を検 

出した。柱穴掘形は長径10〇〜140cm.短径10〇〜130cmの楕円形で深さ約40cmの椀状を呈し、埋土 

中に瓦と礫を含んでいる。柱痕•抜き取り穴は確認できず、また柱穴の南北の並びは確認できず 

一列のみであるとみられた。柱間は240〜3⑻cmで一定せず、方位はE—0° —Nで、さらに東西に 

延びるものとみられた。

今回はこの柱穴列(SA01)の東西への延長と南北方向への屈曲の有無の確認をすることを目的 

として、トレンチの拡張調査を行った。この付近は黄褐色ロームの地山まで攪乱が及んでおり、 

この面には凹凸が多く人頭大〜一抱え大の礫が散在している。遺構検出面は標高127.9m付近で 

ある。

SAO I昭和56年度で検出した部分から西へはさらに2個の柱穴の続くのが確認さ'れたが、道路 

と水路にかかるためそれ以上の延びの有無は不明である。東にはこれにつながる柱穴は検出され 

ずN59 • E39の位置にあるものが東端となることがわかった。また東端部分での南ないし北へ 

の屈曲は認められず、これが一本柱列である可能性が高くなった。N60 - E23の位置の柱穴は、 

昭和56年度の調査で南東部分(全体のX)のみを検出していたが、この西にこれを切るように不 

整円形の柱穴のあるのが確認された。この掘形は125 X95cmで検出面からの深さ65cm、埋土中に 

は瓦片•木炭小片を含む。N59.8 -E22.5に径30cmの柱痕とみられる部分がある。これに対して 

古い柱穴は南北110 cmで方形状を示し、検出面からの深さ30cmで埋土中にはやはり瓦小片が混じ 

る。N59.9 • E23.3に柱痕または抜き取り痕とみられる部分がある。調査区西端のN60.5 • E 

17付近で検出された柱穴も重複の状況を示している。西側の新しい柱穴は140 X1⑻cmの不整台形 

状を呈し、検出面からの深さ約60cmで埋土中には瓦片が混じり、また埋土上層の炭混黒褐色粘質 

土中には須恵器蓋• 土師器坏などの完形品が数個体分含まれていた。柱痕または抜き取り痕は不 

明である。これに切られる古い柱穴は145X95cmで東西に長い方形を示し、検出面からの深さ45cm 

で埋土中には瓦片を含む。N60.4 - E16.8に径30cm前後の柱痕ないしは抜き取り痕とみられる部

図中アミをかけた部分は古い柱穴を示す

Fig. 5 SA01模式図1/200



分がある。以上の検出^!犬況からSA01のこの部分には造り替えのあったことが考えられ、古い柱 

穴は方形で浅い掘形をもち、柱間は現状で630 cmを測る。これに対して新しい柱穴は、不整方形 

ないしは不整楕円形で深い掘形をもち、柱間は現状で600 cm前後と推定される。この中間のN59 

.8 - E20.1には不整台形状の柱穴があるが、中央部分をSD07によって切られているため重複関 

係は不明である〇このSA01の重複関係•柱間の間隔はFig. 5の通りである〇なお、この西へ 

の延びについて確認するために水路の西側のN58〜63.5. E 6〜11に拡張区を設定したが、ここ 

では柱穴は検出されなかった〇このことからSA01はE16.4を西端とするか、またはさらに1間 

分延びて端部となることが考えられる。SAOrの性格については、講堂の南約5mの位置にあ 

り、その東端柱穴の位置が推定される講堂の東端に近いことから、講堂に関係するものかと考え 

られるが、方位を異にするなどの点もあり明確ではない。包含される遺物から新しい柱穴は平安 

時代前〜中期のものとみられるがぐ古い柱穴については明瞭でない。

SD07 N61.E23から緩い弧を描いて西へ向かう小溝が検出された。上部巾85cm •底部巾30cm 

前後で、検出面からの深さは約30cmを測る。溝の底部には人頭大の礫•瓦片•板碑の大形片などが 

入っており、礫混褐色土の埋土中には瓦片.素焼きの土器片が含まれていた。この溝は昭和56年 

度の調査で検出された中世のものとみられる井戸(SE01)から発するものであることが確認さ 

れている。

これ以外の遺構としては、水路の西側の拡張区でE 8から西へ向って下がる南北方向の溝^！犬の 

掘り込みが検出された。底部には拳大〜小児頭大の礫が多数あるが、土器などは出土しなかった。 

これは寺域の中央部にあり、昭和55年度の第10 •11トレンチで検出された南北方向の大規模な溝 

状掘込み(SD02)の北への延長部と考えられるが、底部が北に向って高くなっていることから、 

その^:端に近い部分であるとみられる。



N58ライン断面図
(第12トレンチ)

N58ライン断面図

E16.5ライン断面図

(第12トレンチ)

SA01エレベーション

平面図•断面図中でアミの部分 

はSA01(古)の柱穴を示す

Fig. 6 第12トレンチ拡張調査区主要部 1/200



(2)遺物

全体に遺物の出土量は少ないが、SA01の柱穴とSD07から土器.瓦片.石造品などが出土してい

る〇

SA01西端の柱穴埋土上面から坏.皿•蓋.甕がまとまった状態で出土した。改築後の柱穴埋 

土最上層の炭混褐色粘質土の中に坏は上向きに、蓋はほぼ完形品がつまみを下にする状態で、ま 

た甕は大形の破片が散乱する4犬態であった。またこれとともに瓦片も出土している。出土の範囲 

は柱穴埋土内に限られており、SA01の改築の際に埋め込まれたものとみられる。

SD07埋土の礫混褐色土中には人頭大の礫とともに瓦片および磨滅の進んだ板碑.素焼きの鍋 

形土器片などが出土している。この溝が埋め戻される際に混入したものとみられる。

Table. 2 第12トレンチ拡張調査区出土遺物(Fig. 7 )

番号種類—1--------------------------- ----------------焼成 色 調！ hV f . ホ## 笙 図版
_____________径底部径高さ素地挾雑物 過 成开ノ 技法等番号

ロクロ成形'、内面ロクロ目、内面
① 蓋 178 43粗 黒色鉱物やや軟5㉕トヱま至5學部窆汐？1々17こ恕てョコPL

赤褐色粒子の付着 ナ丁、そこからつまみ前までヘラ,
----------------------------------------  ----------------------------------------------リ、つまみはヨコナデ 13_1

ロクロ成形、内面ロクロ目、内面

⑨ 茧 182 Q7めめ®审々^产临么么私外面灰色 口辺部から外面口辺部にかけてヨ
③ 盍 I82 37やや粗黒色鉱物やや軟品品负 コナデ、そこから外面I/2までに13_2

rj囬樹人B ロクロ目、そこからつまみ手前ま

_________________________________ ___________________________________________________でへラケズリ、つまみはヨコナデ

④ 茧 inc 白色鉱物 广 nクロ成形、内面にロクロ目⑶ 盍 196 やや饴黒色鉱物 硬 灰色 内更口辺部から外面にかけてヨコ

て ロクロ成形、内面胴部から外面胴
④ ,坏 130 70 35 粗：^ 吉 軟 昔灰色 部にかけてヨコナデ、外面底部糸门？

忸雲母軟頁腿 切り未調整(右回転)、円柱糸切り13-3

----------------------------------------------------------------------------------多法________________________________

ロクロ成形、内面胴部から外面if
⑤ 攜76 33ゃゃ粗黒色鉱物硬灰色 或は縣ョ(益忌J黯黯1W

_____________________________________________________________________________________ 焼きのあと_______________________

沿 +Z HA 以 如 必必ホロ相众か- rへな 三クロ成形、内面胴部から外面胴
⑹ 坏 116 66 35やや粗褐色鉱物やや硬灰白色 部にかけてユビナデ、外面底部は

_____________________________________________________________________________________糸切り未調整____________ 2___
⑦高台皿140 76 30ゃゃ粗黒色鉱物石更涅悪踏譴：擎贾？名ミ棠H嘉屋觀J能13-5

--------------------------------------------------------------- まわりは灰白色 未調整、つけ高台 J______________
内面胴部から外面口辺部にかけて 

⑻ 坏 116 84 35 粗 雲母小片 軟 赤褐色 ヨコナデ、外面胴部はヶズリ後ユ13-6
-------- ‘----------—----------------------------------------------------------------ビオサエ、外面底部ヶズリ________

⑥ « 7« めめ相里存什临 rへな ロク丐成形' 内面と外面胴部にナ—
⑼ 坏 78 やや粗黒色鉱物 硬 灰白色 デ、外面底部は糸切り未調整

⑩ パ、开曠 190 立 柏輪づみ、内面口辺部から外面口辺
⑲d 120 街白色鉱物軟褐色 部にかけてナデ、夕f面胴部にヘラ

________________________________________________________________________ ケズリ—

輪づみ(10段以
手 w ナデ、内面ロ迢部から外面口辺部

⑪ 窭 209 52 やや宓妄 母み〜私ホ姐存 に玄けてヨコナデ、外面胴部上部13_7
砂 潠 狐 52 263やや& やや軟赤褐色 雛ヘラケズリ、外面胴部下部縦リ7

妙 粒 位へラヶズリ、内面胴部中程にユ

. ビアトが多い、胴部を欠く同一個

---------------------------------------------- -------------------- --------------------体2 点 _____

⑫ 壅 266 忠白色鉱物輪づみ、コ字状口縁|聲| | |山黒色や硬褐色 外面胴部へラヶズリ



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑧

⑩

⑪

⑫

Fig. 7 第12トレンチ拡張調査区出土遺物 縮尺1/4①〜⑫SA01N60 • E16柱穴埋土上面



4.第20次調査
(1)遺構

僧房の確認と寺域北半部の状況についての知見を得ることを目的として、金堂と推定北辺との 

間の調査を行づた〇昭和56年度調査の第12トレンチを挾んで東西となる位置である。

僧房については「上野国交替実録帳」金光明寺項に「萱葺僧房壹字長拾伍丈 広貳丈 高柒尺」 

とあって、長元3 (1030)年には既に失われていたことがわかる。この建物は桁行15丈(45m) • 

梁間2丈(6m)の長細い規模のもので、萱葺であることから掘立柱建物であるとみられる。こ 

れにより推定復元したものがFig. 8である。また僧房のあった位置については、この史料によ 

って講堂の東と西に南北方向の2棟が並ぶ復元図(Fig.33)が作成されているが、この史料には 

1棟分の記載のみ'がみえること、他の寺院跡では講堂の北側に東西棟が1棟である例の多いこ.と、 

などの点から講堂跡の北側に金堂の中軸線を中心として東西方向に22.5mずつの位置(E3.3およ 

びE48.3)が含まれる範囲に調査区を設定した。さらに東西方向に並列する場合も想定して、東 

西方向への拡張を行った。

調査区全体に礫混り灰色砂の地山まで削平が及んでおり、また家屋の基礎地業および土採り後 

の溜池などのために攪乱が著しい。このため建物の基壇あるいは礎石などは検出されず、また僧 

房跡とみられる柱穴の並びも確認をすることができなかった。国分寺の存続期間に該当する遺構 

としては井戸1基(SE04)を確認したのみである。一方、地山面には一辺2〇〜40cmの方形および 

径3〇〜40cmの不整円形の柱穴が多数あるのが検出された。これらは固くしまった地山を掘り込ん 

でおり、ザラザラでもろい砂混褐色土で埋まっていた。この中に包含される土器から、中世〜近 

世の掘立柱建物跡とみられるが、建物としてのまとまりはつかみ難く、どのような規模と性格を 

もつゼのかは不明である。また、これとともに中世に属するとみられる井戸2基と土壙1基、溝 

を確認した。

平面図

立面図

Fig. 8 僧房推定復元図 1/4⑻(「史跡上野国分寺跡整備基本計画」による)



ミの部分は地山(礫混り灰色砂)を示す

Fig. 9 第20次



N88ライン断面図
N88ライン断面図

断面図のアミの部分は地山(礫混り灰色砂)を示す

Fig. 9 第20次調査区主要部 1/200



SE04 N113 • E 6で小礫混り灰褐色砂の地山面(標高127.8m)

を掘り込む;［犬況で検出された。掘形上部は隅丸の不整方形を呈し、

本体部分は径7〇〜90cmの円形でほぼ垂直に掘り下げられており、検

出面から370 cm以下では径50cmと狭くなる。深さは550 cmで、480

cmの位置(標高123m)から湧水がみられた。底の中央部が径10〜

15cm •深さ約10cmで掘り下げられている。埋土は砂混り暗褐色土を

主体とし、人為的な礫の埋め込みおよびへドロ •粘土などの堆積は

なく、地山の崩落と表土層の流入による自然堆積とみられる。遺物

は、井戸枠などの構造物は残存しておらず、埋土中からも土師器の

小片と瓦片を少量出土したのみである。上部の形状からみて当初

の掘込み面はかなり上にあったものとみられる。周囲に小柱穴が多

数あるが、この井戸に伴なうものは確認できない。存続期間は、

は、出土遺物からみて平安時代であるとみられる。

SE05 N98 - E11で地山面を掘り込む4犬況で検出された。断面は

漏斗状の形状をもち、上部は径約150 cmの円形で、検出面下約120 cmでは径60cmとなる。上部は 

拳大〜人頭大の礫で埋められており、この中から素焼きの鍋型土器片などが出土している。未完 

掘のため深さは不明。

SE06 S100 • E35で地山面を掘り込む状況で検出された。断面は段のついた漏斗状を呈し、 

上部径は約250 cmの円形で検出面下約120 cmでは径約100 cmとなる。上部には拳大〜人頭大の礫 

が密集してあり、この中に素焼きの土器片、石臼などが混じっていた。西側部分は長方形の土壙 

によって切られている。SE05に近い時期のものとみられる。

SKI 4調査区の北端N114 . E39で地山を掘り込む状況で検出された。東西約220 cm .南北20 

Ocm (北側は調査区外に延びる)の方形を呈し、深さ5〇〜70cmで底部には人頭大の礫が密に散布 

する。この中に石臼•素焼きの土器片が少量混じる。遺構の性格は不明である。

SD09 西側に拡張したN89〜94 • W 〇〜15の範囲で、南東から北西に向かいN95 . W 6で鈍角 

に曲がって南西に向かう、「く」形に屈曲する溝を検出した。小礫混褐色砂の地山を掘り込み上部巾 

1⑻〜200cm •底部巾5〇〜120 cmで深さ2〇〜50cm、東から西に向かって僅かに低くなっている。底部 

近くには拳大〜径30cm大の礫が多く散布し、この中に瓦片•素焼きの鍋型土器片などが混じる。 

この溝の南側には一辺2〇〜50cmの方形の柱穴が多数あるが、建物としてのまとまりは確認できな 

い。区画をするための溝とみられるがE 6以東ではこの延長は検出されず、性格は不明である。

この寺域北半部は北西から南東に向かっての流水の痕がみられ、またこれによる砂礫の堆積がみ 

られる。小柱穴の多くはこの砂礫層の下から検出されたが、この上面で検出されたものもある。 

この流水がどの時期からあったものかは不明であるが、国分寺存続期の遺構.中世の遺構もある 

ことからして、現在認められる痕と堆積は近世を中心とする時代のものではないかとみられる。 

寺域北半部は地形的に流水の影響をうけやすかったことに注目される。

漏斗状の形状をもち、上部は径約150 cmの円形で、検出面下約120 cmでは径60cmとなる。上部は 

拳大〜人頭大の礫で埋められており、この中から素焼きの鍋型土器片などが出土している。未完 

掘のため深さは不明。

SE06 S100 • E35で地山面を掘り込む状況で検出された。断面は段のついた漏斗状を呈し、 

上部径は約250 cmの円形で検出面下約120 cmでは径約100 cmとなる。上部には拳大〜人頭大の礫 

が密集してあり、この中に素焼きの土器片、石臼などが混じっていた。西側部分は長方形の土壙 

によって切られている。SE05に近い時期のものとみられる。

SKI 4調査区の北端N114 . E39で地山を掘り込む状況で検出された。東西約220 cm •南北20 

Ocm (北側は調査区外に延びる)の方形を呈し、深さ5〇〜70cmで底部には人頭大の礫が密に散布 

する。この中に石臼•素焼きの土器片が少量混じる。遺構の性格は不明である。

SD09 西側に拡張したN89〜94 • W 〇〜15の範囲で、南東から北西に向かいN95 • W 6で鈍角 

に曲がって南西に向かう、「く」形に屈曲する溝を検出した。小礫混褐色砂の地山を掘り込み上部巾 

1⑻〜200cm •底部巾5〇〜120 cmで深さ2〇〜50cm、東から西に向かって僅かに低くなっている。底部 

近くには拳大〜径30cm大の礫が多く散布し、この中に瓦片,素焼きの鍋型土器片などが混じる。 

この溝の南側には一辺2〇〜50cmの方形の柱穴が多数あるが、建物としてのまとまりは確認できな 

い。区画をするための溝とみられるがE 6以東ではこの延長は検出されず、性格は不明である。

この寺域北半部は北西から南東に向かっての流水の痕がみられ、またこれによる砂礫の堆積がみ 

られる。小柱穴の多くはこの砂礫層の下から検出されたが、この上面で検出されたものもある。 

この流水がどの時期からあったものかは不明であるが、国分寺存続期の遺構-中世の遺構もある 

ことからして、現在認められる痕と堆積は近世を中心とする時代のものではないかとみられる。 

寺域北半部は地形的に流水の影響をうけやすかったことに注目される。

Fig.10 SE04断面図1/80



(2)遺物

全体に地山まで攪乱が及んでおり、遺物の出土も遺構に伴うものは少なく、表土中からのもの 

が多い。また国分寺存続期に属するものは少なく、中世〜近世の遺物の多いのが目立つ。

SE04の埋土からは土器•瓦の小片が少量出土したのみであるが、基壇化粧などに使用されて 

いたものとみられる角閃石安山岩切石(40X27Xl4cm)が1点出土している。SE05の礫混りの 

埋土中からも内耳堝型土器片ととも角閃石安山岩切石の破片が出土している。SE06の埋土から 

は内耳堝型土器片が出土している。地山上に堆積する砂礫層中からは素焼きの土器片とともに、灯 

明皿片が多数出土している。この土砂を伴う流水の時期についてより詳細な検討を行う上で注 

目される資料である。

Table. 3 第20次調査区出土遺物(Fig.11)

法 量(mm) 胎 土 図版
番号種類f I 一丄ふ」朴&焼成色 調 成形•技法等

ロ径底部径商さ素地挾雑物 番乃'

① 内耳禍318198138ゃゃ粗白色鉱物ゃゃ軟雜5篇| ,芯汐面胴部から外面胴部に

(y\ qnn J>)J>>±n白色鉱物ネ)や石苗ぽ白住 ロクロ成形、内面口辺部から外面② 内耳禍_300 ____________ やや粗黒色鉱物やや硬灰白色 ____________  口辺部にかけてヨコナデ________

况 肉互W QR/ 極めてて 芷蚱里 在 内面胴部にナデ、内面口辺部からPL
③ 内耳渦—364 ________ ___ 粗 = &車欠 黒色 _____________外面胴部にかけてヨコナデ 14-1

④ 内耳堝 320 304 55 粗 砂 粒やや軟g麗雷言色 輪づみ3段、全体にヨコナデ 14-2

⑤ すり鉢 231 密 硬ロクロ成形

品 士痤qqq めめ牲|帝細レめめ;;苗外面黒色 ロクロ成形、内面にロクロ目が残
⑥ 大甕一398 _______________ やや粗云母細片やや硬断面灰褐色 ________  る、外面にはヨコナデ

石rn成形、内面底部にヨコナデ 
内面底部と胴部の境目付近にユビ

⑦ 灯明皿 134 80 43 密 やや軟 黄褐色 ナデ、内面胴部から外面胴部にか
I けてヨコナデ、外面底部は糸切り

一(________________________________________________________________________________未調整___________________________________

pクロ成學、内面fe部の中心付近

⑧ 灯明皿120 80 23密 やゃ軟黄褐色 品^^黄轉底鵲錄驟

_____________________________________________________________________________________切り未調整______________

内面•外面の一部に

⑨ 灯明皿 106 54 17 密 硬 茶色の釉 ロクロ成形、全体にヨコナデ
________________________________________ 轿面灰色 _________________

内面•外面の一部に

⑩ 灯明皿102 55 19 密 硬茶色の釉 ロクロ成形
___________ _______新面灰色________________________________________________

ロクロ成形、内面にユビテデ、外

⑪灯明皿86 .6017密 ゃゃ軟灰褐色 栗S『容議覇越S詰—

J________________________ で、木目痕が残る

ロクロ成形、内面底部から外面胴 

⑫ 灯明皿 86 55 20 密 やや軟 灰褐色 部にかけてヨコテデ、外面底部は‘
__________________________________________________糸切り未調整

ロクロ成形(左まわり)、内面底部 

⑬ 灯明皿 70 45 19 密 やや硬 黄褐色 から外面胴部にかけてはロクロ未14-3
_____________________ 調整、外面底部は糸切り未調整

⑭ 90 やや粗褐色細粒 硬 簧褐色に薄紫色の釉挽き成形 14-4

的 灰釉陶 〇 傘 踊 到白在 ロクロ成形、全体にナデ、高台のM g
⑮ 底部I_____L 硬j乳白色 ____________  3ヶ所を指で内側に押す ________I14-5



①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①SE05埋土③SE06埋土⑧N94 - E 7柱穴埋土 

⑬N96 • E 6柱穴埋土②•⑦•⑪•⑫•⑮砂礫混褐色土 
④•⑤•⑥•⑨•⑩•⑭表土

Fig.11 第20次調査区出土遺物 縮尺1/4



5 .第21次調査
(1)遺構

寺域北辺築垣の確認のため、史跡地北西隅にある墓地跡の発掘調査を行った。北辺築垣の位 

置につしゝては、「上野国交替実録帳」金光明寺項の記載から、現在史跡地北側の町道付近に想定さ 

れるが、(1)金堂中心から北へ109m (1町)の位置、(2)南®築垣から北へ218 m ( 2町)の位置、 

の2つの可能性が考えられてきた。そのためこれまでに第6 ノ 8 -12トレンチによる調査が行 

われてきたが、地山まで攪乱が及んでいるためもあって遺構の確認はなされなかった。それに対 

し南北約11m •東西約16mの墓地の一角は周辺より50cm前後高い地形を示しており、金堂中心か 

ら109mの線(N133.9)がこの中を通るため、北迅築垣の遺存する可能性が期待された。

発掘調査に先行して、墓の移転に際して立ち合い調査を行ったが、その観察によると表土は 

極めて薄く、地山は砂質土で地表下2.5 mまでは同質であること、相当部分が宝永年間以来の墓 

壙のために掘り返しをうけている状況を認めた。発掘調査では、表土は褐色砂質土で最も薄い個 

所では12cmで直ちに灰色砂の地山となり、調査区全域で地山まで攪乱の及んでいることがわかっ 

た。そしてN128から南、W67から東ではこの地山が4〇〜80cm削平されていることが明らかとな 

った。周辺に流水の痕などは見えないため、この削平は主に耕作によるものであろう。

北辺築垣 北部築垣の築土についてはその痕跡を見出すことはできなかったが、W73〜76の間で 

地山がN130を境に北側が約15cm高くなる段差のあるのが認められた。これをW75ラインの標高 

でみると N129.2=129.30m ——N129.8=129.40m ——N 131=129.44m である。そしてN135で 

129.34mとなるが、墓壙を隔ててN136では129.17mとなりさらに北に向かって急に下がってい 

く形)I犬を示している〇このことから、この段差は地山を削り出して造った北辺築垣の基部の痕跡で 

ある可h性が考えられた。しかしW 68ラインでみるとN128で同質の地山が129.52mであり、この 

段差より南側でより高い位置にあることから、地形が東に向かって高くなっていたことを想定し 

ないと問題は残る。N136から北に向かって地山が下がっていくことについては、その先が町道 

となっているためにこれが人為的な削り出しであるか否かを確認することはできないが、町道が 

耕作による削平はうけないにもかかわらず一段下がった位置にあり、もともとはさらに低かった 

とされることから、古くからの形状であると推定される。以上のことから北辺築垣は、⑴南辺築 

垣から218mの位置であるN119.4では何等の遺構も見出せないこと、⑵金堂中心から109 mの位 

置であるN133.9付近でも顕著な遺構は残存していないが、N136から北が地形的に低くなってい 

ること、(3)その他第8トレンチのN135〜136で検出された中世〜近世とみられる東西方向の石列 

の存在、⑷東国分の集落の南側への伸張が西半部ではN136ラインより北にとどまっていること、 

などを考慮すると、確証は得られなかったものの、N133.9付近にあった蓋然性が高いとみてよ 

い〇

N133〜137 • W64〜68では削平をうけた面に拳大〜人頭大の礫が多数並べられるようにしてあっ 

たが、これは意図的な敷き込みとはみられず、時代的にも新しいものである。



アミの部分は灰色砂地山層

Fig.12第21次調査区全体図1/200



(2)遺物

近年'まで墓地であり、墓壙が繰り返し掘られ、また表土が非常に薄いため遺物の出土量は少な 

く、さらにこれらは墓の埋納物あるいは供物用のものであった可能性が強い。

この中で、国分寺に関係するものとしては羽釜の口縁部の破片1点があるのみである。また柱 

目される遺物としては、地山の灰色砂上面から出土した素焼きの皿の破片がある。この内面底部 

には墨で文様が描かれ、この墨線の間に朱色の塗彩が施されている。全体の図柄は不明であるが、 

絵が画かれていたものとみられる。これに類したものは塔跡の表土から1点出土しており、伊勢崎 

東流通団地遺跡の井戸からも素焼きの皿の内面底部に墨と朱色で、柄杓を持つ男子を描いたもの 

が1点出土している。国分寺廃絶後の;［犬況を知る上で興味深い資料である。

Table. 4 第21次調査区出土遺物(Fig.13)

法 量(mm) 胎 土 図碗
番号種類------ ------ ---------- —r—-----------焼成色 調 成形.技法等
___________ ,ロ径底部径高-さ素地挾雑物_________________________________________________________ .番号 

齡塞龍部！想ロクロ成形、釉には貫入が目立っPL

① 大甕336 密 硬 外の表面は茶色で縞それ以外の表面はロクロ目が残っ
になってい去、昧齒ァぃス 14-8

一 はうす茶色 ている

ロクロ成形、内面底部から胴音に
(2) rm op やや舶 やや敕昔編角 かけてミ主キ、外面胴帮にユ2ナ14-9
⑷皿 82 やや粗 W夥：貢褐色 デ、外面底部は糸切り未調整、内14 9

__ _____________________________________________________________ 面に墨と朱で絵が描かれている_

ロクロ成形、軸のかかっている部 
全体に緑色の釉がか分は透明の緑色で黄土色の班点あ

③ ぐい呑 76 42 35やや粗 硬 かる り、かかっていない部分ははだ色14-6
胎土ははだ色 釉のかかっている部分は貫入が目

立っ

④ 羽釜 216 粗白色鉱物やや軟灰褐色 ロクロ成形

表面にアメ色のうわ
- 焼き ぐすりかかかっていロクロ成形つけ嵩台トチン痕⑤ 皿 138 密 二る、内面は青色で絵。-c す 14-7

締りが描かれている 2ケ所
断面は灰白色

Fig.13第21次調査区出土遺物 縮尺1/4 ①•③.④.⑤表土 ②灰色砂上面



6 .第22次調査

(1)遺構

先年度の第17次調査での所見にもとづき、中門および南面回廊の確認を目的として、金堂の南 

方での調査を行った。ここは金堂跡の南側にある畑地が南に向って一段低くなる場所で、第17 

次調査で検出された西面回廊の可能性をもつSB09の南端を東側へ屈曲させた線上にあたる位置 

である。また金堂中軸線を中心としてSB09を東側に折り返した線(E58.8〜62.2)と南面回廊 

推定地の交点を中心に東部拡張区を設定した。

調査区のS 47から南では暗黄褐色ロームの上に自然堆積とみられる軽石混黒色土がうすく堆積 

しているのが認められた。しかしS47から北ではロームが北西に向かって低くなっており、表土中 

にローム塊が多く混じっていることからかなりの攪乱をうけていることは明らかである。E27ラ 

インの標高でみると、S 59=127.6m — S 50=127.55m — S 47=127.5m — S 42=127.2m . S43

ラインではE37=127.7m — E33=127.6m — E30=127.5m — E27=127.3m となる〇

中門は金堂の南でS40 - E25.8を中心とする位置にあると推定され、西半部はE27から西にか 

けてある溝状の掘り込み(SD02)のために滅失しているが、東半部が遺存している可能性が考えら 

れた。発掘調査の結果、この位置は地山までの削平が進んでおり、東西方向の溝(SD10)とそれ 

に並行する柱穴列(SA02)が検出されたのみで、中門の基壇および化粧材、礎石、根石、また柱 

穴掘形•両落ち溝などの遺構は検出されなかった。

南面回廊についても調査区域内ではその遺構を検出することはできず、SB09と同等の柱穴列 

についても確認をすることができなかった。

東部拡張区では全面に南北方向の耕作溝があり、灰黄色ロームの地山まで削平が進んでいた。 

部分的にその上に軽石混黒色土が薄く残っていた。この地山の変化をE50ラインの標高でみると

S46=127.95m — S42=127.95m — S40=127.85mでこの北では溝状の掘り込み(SD10)となる。 

西部調査区に比べ約30cm高く、全体的に平担である。ここにおいても南面回廊および東面回廊と 

認められる遺構は確認されなかったが、調査区北東隅のSD10の南斜面にかかって60X60cm前後 

で一面がほぼ平担な安山岩の自然石が検出された。これらは形状からみて礎石であると判断さ 

れるが、南大門のものに比べて小型であり、その出土位置からみて回廊に使用されたものであ 

る可能性が強い。

検出された遺構は、古墳時代後期の竪穴住居2軒(SJ09.10)、中世〜近世の東西方向の溝状 

掘り込み(SD10)、それに並行してある柱穴列(SA02)、時期不明の方形土壙1基(SK15)である。 

これ以外に径30cm前後の円形柱穴が数個検出されているが、国分寺に直接関係するものは確認さ 

れない。また東部拡張区で検出された遺構は、古墳時代後期の竪穴住居1軒(SJ11)、未完成の 

井戸1基(SE07)、東西方向の溝^犬掘り込み(SD10)であり、国分寺に直接関係するものは確認 

されなかった。



Fig.14 SJ 09 1/80

SJ09 S49 - E37を中心とする位置の、軽石混黒褐色粘質土面で検出された。耕作溝のため西 

側壁と東側壁の一部、カマドの中央部を破損してしゝるが、残存状態は良好である。規模は東西57 

0cm •南北560cmで、ぼぼ方形である。方位はE — 2° — Sで、調査軸線に対しては6°の振れを示す。 

検出面から床面までの深さは約60cmで、床面はローム層中に造られ、僅かな凹凸はあるがほぼ平 

坦で固くしまっている。壁は垂直に近い立ち上がりを不し、直下には巾1〇〜15cmの溝がまわって 

いる。柱穴は4個が検出されたが、径約40cmの円形で深さは約60cm、柱間は南北方向が3⑻cm前 

後•東西方向が330cmを測る。また北側の柱の並びの北西柱穴から115cm東に寄った位置に径30 

cm •深さ14cmの小形の柱穴1個が検出されている。カマドは東壁中央のやや南寄りに造られて 

おり、焚口の両側には土師器甕を倒立させた構造である。内部は上部から崩落した:［犬況を示し、 

底部近くには焼土塊が含まれている。壁体の焼化はあまり進んでおらず、全体に焼土の量も少な 

い。カマドの南側に50X30cmの長方形で、深さ70cmの貯蔵穴がある。この住居の特徴的なことと 

して、南壁側中央部に巾220cm •奧行120cmの張り出しが造られている。床面は住居部分と同一 

面で柱穴などはないが、住居南壁下の溝が張り出し部分では内側に約20cm「コ」字型に屈曲して 

いる。覆土は張り出し部分と住居部分とは一連である4犬況を示していることから、これが住居址 

の廃棄される時期には一体としてあったものとみ'られる。また住居の北側壁に沿って長さ420cm. 

巾120cmで、床面からの高さ約20cmの長方形のベッド状の高まりが設けられている。これはロー 

ムを削り出して造られたもので、上面は平坦であり、顕著な造作および遺物の出土は認められな



Fig.15第22次調査区全体図1/200

土層中の斜線はSD10底部に堆積する固くしまった 

軽石混灰褐色土および軽石混黒褐色土を示す



Fig.16 SJ1O 1/80
(カマド)

い。出土遺物からみて、古墳時代後期のものとみられる。.

SJ I 〇 S55 - E32を中心とし、SJ09の南西約2mの位置で、軽石混黒色粘質土面で検出され 

た。耕作による攪乱をうけているが、残存状態は良好である。規模は545 X 330 cmで、東西に長 

い方形である。方位はE—9° —Nで、調査軸線に対し5°の振れを示す。検出面から床面までの深 

さは約50cmで、床面はローム層中に造られ、ぼぼ平坦で固くしまっている。壁は30°前後の角度 

で立ち上がっており、直下には巾約20cmの溝がまわっている。柱穴は床面中央に20X30cmの楕円 

形で、深さ25cmのもの1個が確認されたのみである。カマドは東側壁のやや南寄りに造られてお 

り、焚口は巾50cmで中央部には砂岩の支脚が据えつけられている。またカマド手前の床面上から 

砂岩切石が出土しており、これらを用材とした構造であったものとみられる〇カマド近くの床面 

上には土師器甕の破片とともに拳大〜小児頭大の礫が散在していた。この住居は出土遺物からみ 

て古墳時代後期のものとみられるが、SJ09と同時に建てられていたかについては不明である。

SJ09および10の周囲には、これに伴うとみられる柱穴などの遺構は確認できない。

SJ I I東部拡張区のS40 - E58を中心とする位置で、軽石混黒色粘質土面で検出された。北側 

乂はSD10によって壊され、また西側壁の中央部分は井戸(SE07)によって切られている。規模 

は740X(660)cmで、やや東西に長い方形である。方位はE — 28° — Nで、調査軸線に対し24°の 

振れを示す。検出面から床面までの深さは約45cmで、床面はローム層中に造られ、小さな凹凸は 

あるがぼぼ平坦で固くしまっている。壁は25°前後の角度で立ち上っており、直下には巾1〇〜15 

cmの溝がまわっているが、南壁の東半部分では平行する2条が検出されており、南西隅にも西側 

壁に沿って長さ2⑻cmで平行する溝がある。柱穴は50X60cmの楕円形で深さ約90cmのものが各隅 

近くに4個、南側壁中央に接するように40 X 30cmの楕円形で深さ約50cmのもの1個が検出された。



Fig.17 SJ 11 1/80

SD10で切られた北側壁中央と推定される位置にも残痕が認められる。柱間は東西が390 cmと42 

0cm、南北が390cm、支柱間は635cmを測る。カマドは東側擘の中央からやや南寄りに造られてお 

り、焚口は巾45cmで砂岩切石を組んだ構造とみられるが袖石が現状をとどめる以外は崩落した状 

態であった。カマドの南側に一辺50cmの方形で深さ95cmの貯蔵穴があり、この周辺には土師器甕 

の破片が散乱していた。また南側壁および西側壁近くの床面上から、土師器坏、須恵器提瓶の破 

片などとともに、長さ15cm程の細長い自然石が多数出土した。この住居は今回調査された3軒の 

中で最も大きな規模のものであり、南•北側壁近くに支柱穴をもつこと、壁溝の内側に平行する小 

溝の設けられている部分のあることなどに構造的な特徴が認められる。出土遺物からみて古墳時 

代後期のものとみられる。

SE07 東部拡張区のS42 - E53を中心とし、SJ11の西側壁を切る^!犬況で検出された。上部径 

350cmで、断面は漏斗状を呈するが、検出面下125cmで径80cmと狭くなり、それより下はほぼ垂 

直に25cm掘られて底部となる。この形状からこの井戸は未完成の.ままで作業を中断したものとみ 

られる。南側斜面の中位に20X35cmの平坦部分が検出されたが、作業用の足場であったものとみ 

られる。埋土はローム塊を多く含む黒褐色土を主体とし、堆積の状況から東西両方から人為的に 

埋められたことが認められる。埋土中には僅かであるが土器片が含まれている。時期については



中世のものである可能性が考えられるが確実ではない。

SD I 〇 調査区の北端でS40ラインから北に向って掘り込

まれた溝が検出された。E34から西では南に向ってラッパ

状に開く形状を示しているが、これは昭和55年度の第10 •

11トレンチの調査で確認された寺域中央部の南北方向の溝

状の掘り込み(SD02)に取りつくためとみられる。掘り込Fig.18 SEO7断面図(S42.5ライン)1/80 

みはローム面で確認され、検出面からの深さはS39 - E37で約110cm、底面は標高126.1mとな 

る。底部には固ぐよくしまった軽石混暗灰褐色土が貼りついた状態であり、その上部には多量の 

拳大の礫、瓦片、素焼き土器片、それに馬骨を含む暗褐色土が厚く堆積している。またS41-E 

28の溝南岸肩部からローム層にくい込むように五輪塔の火輪が1個出土した。東部拡張区でもS 

39ラインから北に向って掘り込まれた溝が検出された。ローム層の上にのる軽石混黒褐色土から 

の掘り込みが認められ、SJ11の北半部分を切って造られている。断面は浅い椀状を呈し、検出 

面からの深さはS37 - E65で約80cm、底面は標高127.15cmとなる。底部には固くしまった軽石混 

灰褐色土、その上にやはり固くしまった軽石混黒褐色土などが堆積する。この中には瓦片が含ま 

れている。この溝はその位置と方位、堆積の>［犬況からSD10の東方への延長部分であると判断さ 

れる。この溝の規模を確認するために北側へ拡張して調査を行ったが、その結果では巾は現状 

で約5mであることがわかり、またE51から西に向って掘り込まれ、SD10と直角に交わる南北 

方向の溝状の遺構(SD11)が検出された。SD10の方位は調査軸線にぼぼ一致し、底面はほぼ同 

じ高さにあり西端部で西に向って落ち込む形状を示す。出土遺物から中世〜近世のものとみられ 

るが、流水による砂礫層の堆積がみられず底部に踏み固められたような薄く固い層が形成されて 

いることから、通常は通路として使われていたことが考えられる。国分寺廃絶後の^［犬況を知る上 

で注意すべき遺構である。

SA02 SD10が南側に開く部分で、この南岸肩部に沿って並ぶ柱穴が3個検出された。50X40 

cmの長方形で、深さ70cm前後である。柱間は西から330cm—450cmで、方位はE —13° —Nで調査 

軸線に対して9°の振れを示す。南側にはこれに対応する柱穴は検出されず、現状では一本柱穴列 

と判断され、さらに東側に延びる可能性がある。埋土中から土師器环などが出土しているが、国 

分寺に関係するものかは不明である。

SKI 5 S59 - E31で東西の長さ290cm、南半部は調査区外にかかる状態で方形土壙が検出され

た。軽石混黒色土面から掘り込まれ、深さは約40cmである。底部はローム層中に造られ東側が高 

くなる傾向を示す。埋土中から遺物の出土はほとんどみられず、時期•性格ともに不明である。

今回の調査では、中門と回廊の遺構は確認できなかった。中門については金堂の礎石の上部の 

標高が129.90cm前後で、中門と推定した位置の検出面が127.60m付近であって、約230cmの比高差 

があることから、遺構は完全に削平されてしまったことも考えられるが、調査区北側の一段高い 

畑地にあった可能性も残る。また回廊についてはSD10から出土した2個の礎石から礎石建物で 

あった可能性が強くなった。今後、さらに周辺の確認調査を進める必要がある。

状の掘り込み(SD02)に取りつくためとみられる。掘り込Fig.18 SE07断面図(S42.5ライン)1/80 

みはローム面で確認され、検出面からの深さはS39 - E37で約110cm、底面は標高126.1mとな 

る。底部には固ぐよくしまった軽石混暗灰褐色土が貼りついた状態であり、その上部には多量の 

拳大の礫、瓦片、素焼き土器片、それに馬骨を含む暗褐色土が厚く堆積している。またS41• E 

28の溝南岸肩部からローム層にくい込むように五輪塔の火輪が1個出土した。東部拡張区でもS 

39ラインから北に向って掘り込まれた溝が検出された。ローム層の上にのる軽石混黒褐色土から 

の掘り込みが認められ、SJ11の北半部分を切って造られている。断面は浅い椀状を呈し、検出 

面からの深さはS37 - E65で約80cm、底面は標高127.15cmとなる。底部には固くしまった軽石混 

灰褐色土、その上にやはり固くしまった軽石混黒褐色土などが堆積する。この中には瓦片が含ま 

れている。この溝はその位置と方位、堆積の状況からSD10の東方への延長部分であると判断さ 

れる。この溝の規模を確認するために北側へ拡張して調査を行ったが、その結果では巾は現状 

で約5mであることがわかり、またE51から西に向って掘り込まれ、SD10と直角に交わる南北 

方向の溝状の遺構(SD11)が検出された。SD10の方位は調査軸線にぼぼ一致し、底面はほぼ同 

じ高さにあり西端部で西に向って落ち込む形状を示す。出土遺物から中世〜近世のものとみられ 

るが、流水による砂礫層の堆積がみられず底部に踏み固められたような薄く固い層が形成されて 

いることから、通常は通路として使われていたことが考えられる。国分寺廃絶後の^!犬況を知る上 

で注意すべき遺構である。

SA02 SD10が南側に開く部分で、この南岸肩部に沿って並ぶ柱穴が3個検出された。50X40 

cmの長方形で、深さ70cm前後である。柱間は西から330cm—450cmで、方位はE —13° — Nで調査 

軸線に対して9°の振れを示す。南側にはこれに対応する柱穴は検出されず、現状では一本柱穴列 

と判断され、さらに東側に延びる可能性がある。埋土中から土師器环などが出土しているが、国 

分寺に関係するものかは不明である。

SKI 5 S59 - E31で東西の長さ290cm、南半部は調査区外にかかる状態で方形土壙が検出され

た。軽石混黒色土面から掘り込まれ、深さは約40cmである。底部はローム層中に造られ東側が高 

くなる傾向を示す。埋土中から遺物の出土はほとんどみられず、時期•性格ともに不明である。

今回の調査では、中門と回廊の遺構は確認できなかった。中門については金堂の礎石の上部の 

標高が129.90cm前後で、中門と推定した位置の検出面が127.60m付近であって、約230cmの比高差 

があることから、遺構は完全に削平されてしまったことも考えられるが、調査区北側の一段高い 

畑地にあった可能性も残る。また回廊についてはSD10から出土した2個の礎石から礎石建物で 

あった可能性が強くなった。今後、さらに周辺の確認調査を進める必要がある。



(2)遺物

瓦片および土器片が出土しているが、その大部分は3軒の竪穴住居からのものである。

SJ 09は、全体に遺物の出土量は少ないが、壁の立ち上がりに接して土師器の坏の完形品があ 

り、床面中央部からカマド手前にかけて坏•甕の破片が散在していた。またカマド焚口の袖には 

甕を倒立させて使用している。

Table. 5 SJ 09出土遺物(Fig.19)
法 量(mm) 胎 ± 「図版

番号種類 ——rz-------------- r--------焼成色 調 成形•技法等 ST
ロ径底部径尚さ素地挾雑物 番万

～ 内面底部にミガキ、内面胴部からpL
① i不 134 58やや密雲 母やや硬 赤褐色 外面口辺部にかけてヨコナデ、外

____________________,______________________ 面胴部から底部にかけてヶズリ

a 内面底部から外面口辺部にかけて
② 坏 126 51(推)やや粗石 英やや軟赤褐色 ヨコナデ、外面胴部から底部にか

_____________________ _______________ , けてへラケズリ__________________

内面底部にナデ、内面胴部から外
③ 坏 112 49やや密 やや硬 赤褐色 面口辺部にかけてヨコナデ、外面15-2

__ ________________________ 胴部から底部にかけてヶズリ_

内面底部から胴部にかけてナデ、 
_ , 内面口辺部から外面口辺部にかけ
④ i不 108 37やや粗 石英 粒 やや軟 赤褐色 てヨコナデ、外面胴部から底部に15-3

かけてヶズリ、内面胴部に蛇ノ目 
___________________ ____________ _______________ ____ 状に凹みあり__________________r-7 内面底部から外面口辺部にかけて

(T) +Z inn やや来日石基紛やや敕赤褐色 ヨコナデ、外商口辺部にナデ、タトica
⑧100 45やや租石央ポバや軟全体に黒斑 面胴部から底部にかけてへラヶズ154

_________________________________________ リ___________________

⑥ +7；140 zLRf維)やや雲 母めめ齡杏娘住 内面底部から外面胴部にかけてヨ
⑹ 坏140 48(推)やや粗砂 粒やや軟赤褐色 コナデ、外面底部にヶズリ

ハ 大型 石革をわ 内面胴部にナデ、内面口辺部から
⑦ 八ん、240 密 やや硬 外面口辺部にかけてヨコナデ、夕F15-5

土不力__________________________ 2^___________________________面胴部にヶズV____________________

⑧ 甕 290 粗 砂 粒やや硬 黄褐色 輪づみ、外面胴部にヶズリ 15-6

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

Fig.19 SJ 09出土遺物 縮尺1/4



SJ10ではカマド手前を中心とした床面上に遺物の散布がみられた。土師器の破片が多く、南 

東隅から出土した小型の甕1個体がぼぼ完形に復元できたのみである。これ以外に長甕の底部、 

甑のロ縁部•坏などが出土している。土器以外には、細長い自然石が数個と砂岩切石の散在して 

いるのが認められたが、後者はカマド構築の用材であるとみられる。

Table. 6 SJ 10出土遺物(Fig. 20)

番号種類 ーー 焼成色 調 成形.技法等 ™

______ ロ J圣底部径高 さ素-地挾雑物 •_____________________________ __________________ 番万 

輪づみ、内面底部から1/3にかけ
てユビナデ、その上より内面胴部pl 

雍 91/1 970めめ*R pjx 舫杏娥在 にかけてナデ、内面口辺都から外
① 甕 214 270やや粗砂 虹赤褐色 面口辺部にかけてヨコナデ、外面,

胴部から底部にかけてヶズリ、内15-7 

面胴部中程にヘラあとあり

ハ rI 内面胴部から外面口辺部にかけて〇
② 飯170 やや粗砂 粒黄褐色 へラナデ、外面胴部にヶズリ15-8

-T2 基 内面底部にナデ、内面腩部から外
③ 杯 118 40やや密, 2やや硬赤褐色 面口辺部にかけてヨコナデ、外面15-9

雲 母 胴部から底部にかけてへラヶズリ

内面胴部にナデ、内面口辺部から
④ 坏 106 粗 石 英やや軟黄褐色 外面口辺部にかけてヨコナデ、タト

面胴部にヘラヶズリ

内面胴部にナデ、内面口辺部から
⑤ 124 やや粗雲母細粒 軟 赤褐色 外面口辺部にかけてヨコナデ、外

面胴部にヘラヶズリ

①

②
 

③
 

④
 

⑤

Fig. 20 SJ10出土遺物 縮尺1/4



SJ11では、南側•西側の壁の立ち上がりに接して土師器坏の完形品があり、これのやや内側 

に長さ15cm前後の細長い自然石が4〜6個を単位として3ヶ所から出土した。またこの近くの床 

面直上には提瓶の1/2片があった。カマドの南側には長甕1点が立つようにしてあり、その周辺 

には甕の破片が多数散布していた。

Table. 7 SJ 11出土遺物(Fig. 21)

番号種類 ーー 焼成色 調 成形.技法等,

_________ a径底部径高さ素地挾雑物 寺 番号

輪づみ、内面胴部にヘラナデ、内
① 長窭240 38〇 細7T 莫やや碑萃裼色 S口辺部から外面口辺部にかけてPL
⑴畏鹽Z4U (推)祖石 央やや硬ホ褐色 ヨコナデ、外面胴部に雛へラヶ

② 提瓶 96 270やや密 Imi r色 お猛水引き成形、内面の底に灰トー

ハ マ . 一部還元状能の 灰内面底部にナデ、内面胴部から外
③ 坏 no' やや密 やや硬面□辺部にかけてヨコナデ、外面

ハ Z 内面底部にナデ、内面胴部から外
④ 坏 100 38 密"砂 粒 軟 赤褐色 面口辺部にかけてヨコナデ、外面

_____________________________________  胴部から底部にかけてへラケズリ_

石英•黒 内面底部にテデ、内面胴部から外
⑤ 坏 122 37やや粗色 鉱物 硬 黄褐色 面口辺部にかけてヨコテデ、外面

______________________________________ 細 粒______________ 胴部から底部にかけてケズリ-
～～～〜 輪づみ、内面底部から胴部にかけ

⑥ 手す王 84 38 39やや来日刃*泡を白 車欠 昔裾角 晰面版角 てナデ、内面ロ边部みら外面口辺-1n 〇
必 土器64 北 dy行祖む、石英 軟 萸褐笆、酣曲腿 部にかけてヨコナデ、外面胴部に16-3

11111111 IJ■ズリ後ナデ、外面底部ケズリ取り-

①

②

③

④

⑤

⑥

Fig21 SJ11出土遺物 縮尺1/4



SD10の埋土中には多数の瓦片とともに中世のものとみられる素焼き土器片などが包含されて 

いる。この底部に堆積、する踏み固められた4犬態の軽石混黒褐色土 •暗褐色砂質土中からは瓦片と 

ともに土師器坏などが出土している。

表土からは古墳時代後期に属する甕•坏などが出土しているが、これらは竪穴住居に伴うもの 

が攪乱をうけたものとみられる。

Table. 8 第22次調査区出土遺物(Fig. 22)

番号種類 一里丨一)------  焼成色 調 成形.技或等

ロ径底部径高さ素地挾雑物_________________________ 番ぢ

輪づみ、内面胴部にヘラナデ、内PL
① 長甕230 粗 砂 粒やや軟黄褐色 面口辺部から外面口辺部にかけて、

__________________________________ ヨコナデ、外面胴部にヘラヶズリ1624
ロクロ成形(右まわり)ヘラによ

zx\ 基 191 Q7 3& 白在安ナ物！めめ石苗00 る切り離し、內面から外面口辺部1② 盍 121 37浩 白色鉱物やや硬明灰色 にかけてヨコナデ、外面上部はへ165

_________________________________________ラケズリ— -

ハ __ _ .... ロクロ水引き成形、外面上部はへc
③ 蓋 182 やや粗砂 粒やや軟灰白色 ラヶズリ 16一6

7 Z 77T 777TT ロクロ水引き成形、外面上部はへ
④ 蓋 165 やや粗 やや軟灰色 ラヶズリ

一部還元が及んで灰内面底部にナデ、内面胴部から外
⑤ 坏108 33_やや密 やや硬色色けてヨコナデ、外面底

' ロクロ成形、内面底部から外面胴
1/in Q/1 〇,めめ*日白色鉱物ゃめ鈐睥応任 部途中までヨコナデ、残り外面胴

⑥ 坏 140 84 36やや粗黒色鉱物やや軟暗灰色 部は回転へラヶズリ、外面底部は

糸vJり_____________________________

ロクロ成形、内面胴部にロクロ目 
打 ロ „ めめ铂白色鉱物 旆応任 内面口辺部から外面口辺部にかけ16_7

⑦ 坏 116 54 53やや粗細紡 硬 灰色 てヨコナデ、外面胴部にロクロ目川’
外而底部は糸切り

①
 

②
 

③
 

④

⑤
 

⑥
 

⑦

Fig. 22 第22次調査区出土遺物 縮尺1/4 ①.②.③.④.⑥.⑦表土⑤S37-4〇. E55〜65暗褐色砂質土



7 .第23次調査

(1)遺構

南大門および南辺築垣とそれに関係する建物の確認を目的として、これまでの調査で検出され 

ている南辺築垣の延長線と金堂中軸線の南への延長の交点の東側を中心に調査を行なった。南辺 

築垣については、金堂跡の南北にある梅林とその南に続く畑地との間に東西方向の段差がみられ、 

金堂跡中心から約125mの位置となることから、築垣の痕跡であろうと推定されてきた。昭和49年 

に町道拡幅に伴う関連調査で2ヶ所にトレンチが入れられ、南辺築垣の位置と走向、.規模などに 

ついて基本的な資料が得られた。史跡整備に伴う調査では、昭和55年度に寺域の確認を目的とし 

て南辺築垣が推定される位置に、東から第1• 9 • 2 • 7トレンチを設定して調査を行った。こ 

れによって、東半部の第1トレンチのS 96〜101で築垣(SF01)とその外側にある溝(SD01)• 

築垣内側にある建物跡(SB02)などが確認された。また寺域中央部にある南北方向の大規模な溝 

状の掘り込み(SD02)の西側の第9"トレンチでは、S 95〜101で築垣が確認されたが、攪乱がか 

なり目立つ4犬況であった〇さらに西側の第2 • 7トレンチでは攪乱が著しく、築垣の所在を確認 

するには至らなかった。以上の調査の結果から、⑴南辺築垣は金堂中心から南へ124mのS 99付 

近にある、⑵走向はE-3°50-Nとなる、⑶地山を削り出して基部を造り、その上に黒褐色土と 

ローム混褐色土を盛土している、(4)版築はみられず、犬走り、柱穴なども確認されない、(5)基部 

巾4.8m •上端巾(現況)1.5mで、寺域内地山からの比高1.38m.寺域外からの比高1.82mを 

測る、⑹築垣の南には巾約3mの浅い溝が設けられている、(7凋辺から多量の瓦片が出土してい 

るが、特に寺域内に多い、(8)’築垣内側(北側)ではB軽石の純層堆積が認められ、この下部に瓦 

の包含層がある、などの点が明らかとなった。

今回の調査は、この南辺築垣の中央部分で南大門の所在が想定される位置の周辺と、第1トレ 

ンチd東側への拡張を行った。南大門は「上野国交替実録帳」金光明寺項に「南大門壹宇長伍 

丈捌尺 広壹丈伍尺 高壹丈参尺」と記されており、長元3 (1030)年には既に無くなっていた 

とされている。また築垣についても既に全壊していたことが窺える。このことから、南大門は金 

堂中軸線(E25.8)から東西にそれぞれ29尺(870cm)の範囲にあるが、E27から西にSD02があ 

るため中央〜西側部分はこれによって破壊されており、東端部分のみ残存していることが予測さ 

れた。調査の結果、南大門の東端部分は比較的良好に遺存しており、南辺築垣も版築様の盛土を 

残していること、および築垣内側のSB02の全容が確認されたこと、などの成果を得た。

SB 10 (南大門)S95.2〜101.4の範囲でE29.6ラインを中心とする位置に、礎石3個が南北 

に並んで検出された。礎石は80X80cm前後の隅丸方形状で、上部がやや平坦な自然石であり、北 

側と中央が安山岩質であるのに対し南側は砂岩質で剝離を生じている。北側礎石と南側礎石との 

心心距離は630 cmでその中心に中央礎石がある。礎石上部の標高は北側から127.75m—127.74m 

—127.70mとなる。方位はN—〇0一Eで、調査軸線に対し4。の振れを示す。これは塔の方位にほ 

ぼ一致する。北側礎石中心から北へ120cmの位置に、30cm大の玉石が3個東西方向に並んでいる 

のが検出された。この方位は礎石の方位と直交する関係にあり、基壇の北側縁石の一部とみられ



図の土層中アミの部分はB軽石純層(一 

钆をうけているものを含む)を示す 

図のアミの濃い部分は建物造成のための 

を示す

Fig. 23第23次調査区全体



Fig. 23第23次調査区全体図 1/200

断面図の土層中アミの部分はB軽石純層(一 

部攪乱をうけているものを含む)を示す 
断面図のアミの濃い部分は建物造成のための 

盛土を示す



る。この東端の石は他の2個が楕円形状なのに対して、一回り大きく北東部に角をもつような形 

状をもっている。この東側は耕作溝があるため東側縁石は残存していないが、礎石中心から115 

cmの距離にあることからこれが基壇東縁の位置となるものと推定される。この上部は標高127.69 

mであり、礎石上面の標高との差が6 cm程度であることから、縁石は原状でも1段であったと判 

断される。また縁石北側の堆積状況から、基壇は寺域内の生活面より45cm程度の高さをもってい 

たとみられる。検出された礎石は東側柱のものであり、さらに西側の礎石の検出を行なったが、 

西へ210 cmまでの範囲では礎石および根石の痕跡は確認されなかった。このため桁行の全長と柱 

間についての所見を得ることはできなかった。基壇は築垣南側溝(SD01)に張り出す形で南へ造 

られており、南側縁下部は南側礎石中心から240cmの位置にあるとみられる。この張り出し部分 

の東側縁の基部には径30cm前後の扁平な玉石が一列あり、この上下には大型の瓦片が差し込まれ

るようにしてあった。(Fig.

25-(1))。この石の下部の標

高は126.60m前後である。

この方位はN—6° —Eで築

垣との取りつき部から先に 

向かってやや狭くなる形クI犬 

を示している。この上部は

ロームと軽石を混ぜる黒褐 

色粘質土が水平な層をなし

て固く積み上げられており

化粧の状況は認められない。

この立ち上がりは垂直に対

して約15°の傾斜で、現状で 

80cm、SD01の底部からで 

は現状で105cmの高さをも 

っている(Fig. 24)。この

ことから基壇はSD01から

Fig. 24 S102ライン断面図 1/80

① B軽石混り暗灰 
色土

② B軽石下瓦溜
③ 赤褐色粘質土 

(SDOI底面)

SB I 〇基壇 
©外側石列に伴う
_ 土

◎内側石列に伴う 
築土

Fig. 25 SB10基壇東側縁爼石列1/40



120cm前後の高さに造られていたものと推定される。以上のことから南大門は桁行は不明である 

が、梁間630 cm (21尺)•基壇の奧行(下部)990 cm (33尺)•基壇の出は北側で120cm ( 4尺)• 

東側で11〇〜120cm (約4尺)•南側(下部)で240 cm (8尺)であることがわかった〇また方位は 

金堂および南辺築垣東半部と異なり、塔に近いことが注目されるが、これに関しては基壇石列の 

内側にもう一列の玉石列が検出されたことが問題となる。これは外側石列から築垣との取りつき 

部でWOcm、先端部で80cm基壇の内側に入った位置にあり、全長ば330 cmで拳大〜人頭大の玉石 

を1〜3段に積み、この間隙には大型の瓦片がくい込ませてある。下部の標高は126.65cm付近で 

あり、築垣に向かって高くなっていぐ(Fig. 25-⑵)。方位はN-3°-Wで、調査軸線に対して1°の 

振れを示す。この内側石列は礎石中心から外側へ75cm前後出ているのみヤあることから、現存の 

礎石に伴う基壇の縁石であるとは考えにくい。また基壇の築土.は、この石列の内側を造った後に 

外側の盛土を行った状況がある。このことから内側石列は(1)現状の基壇を造成する際の工法上の 

構造物、⑵現状の基壇に先行して造られていた基壇の縁石、の2つの可能性が想定される。現在、 

これを判断するための確実な資料を得ていないため即断はできないが、検出された南大門の方位 

が南辺築垣の方位とずれを示していること、外側石列は現状の南大門に伴うものであるのに対し 

内側石列は南辺築垣東半部の方位にぼぼ直交すること、出土した瓦に創建時期のものとともに新 

しい型式のものが多量にあること、などの点から、(2)の可能性が強いと判断される。

SFOI南大門基壇の東側中央部にとりつく形状で、東に延びる築垣が検出された。S98.4を中 

心とし、現況で築土の上部巾180 cm •築土の基部巾2⑻cm •地山を削り出して造った築垣基部巾 

420cmを測る。築垣基部は軽石混黒褐色粘質土を台形状に削り、この上に粘性の強い軽石混黒色 

土を厚く盛って造られている。この上部に外側は約60cm •内側は約40cmの巾で犬走り状の平坦部 

を設/寸、この間に黒色粘質土とローム混暗褐色粘質土を1単元3〜5 cmの厚さで版築様に積んだ 

本体部が造られている。本体基部の岡側には僅かであるが窪みがある(Fig.26)。E35.7の位置 

では径25cm •深さ45cmの円形柱穴が180 cmの間隔で1対検出され、寄柱ではないかとみられるが 

これ以外には確認をすることができなかった。またS98.3 - E32.8, S98.3 - E36.2の2個所で 

築垣本体を掘り込む径4〇〜50cm •現況で深さ25cmの円形柱穴が検出された。柱間は330 cmを測

Fig. 26 SFOI E35.7ライン断面図 1/40

①地山②築垣基部盛土③築垣築土④寄せ柱柱穴



り、西側への延長線は330 cmで南大門の中央礎石の中心に至る。この柱穴は第1トレンチおよび 

東側への拡張区などでは検出されないため、築垣に伴う構造物か、あるいは南大門の構造物であ 

るのかにっいては、今後の検討が必要である。

SDO I南辺築垣の南に接してある溝で、南岸は小溝によって切られているため明瞭ではないが 

この小溝の南岸までは、E37ラインで巾315 cmを測る。またこの西側では南大門基壇の張り出し 

に伴って次第に南に広がる形状を示し、E32ラインでは巾415 cmとなる。底部は標高126.40mで 

ぼぼ平坦である。底面から約90cm上層にB軽石を主体とする暗灰色土層があり、これ以下の堆積 

土中にはB軽石の混入はみられない。溝の南岸近くには上部巾75cm •底部巾50cm •深さ60cmで「 

U」型に掘られた小溝(SD12)がある。この掘り込み面はSD01底部に堆積した軽石混黒色粘質土 

上面からで、埋土の下層部にはB軽石の2次堆積がみられ、上層部には瓦小片が包含されている。 

この溝は南大門基壇の南側縁に接するように南に傾斜をしており、SD01の造られた後にその南 

岸に沿って掘られたもので、国分寺に関係する遺構とみられる。

SJ 12 築垣の南斜面下部に焼土塊と帯状に焼けた部分のあるのが検出された。これの西側を 

試掘したところ赤褐色粘質土の地山の上から土師器甕が倒立した状態で出土した。これらのこと 

からS100 - E32付近に竪穴住居址のあることが確認されたが、北半部は南大門および築垣下に 

入っており、南半部はSD01のために破壊されており、その規模などにっいては不明である。出 

土遺物から古墳時代後期のものとみられる。

SB02 第1トレンチの東側に拡張した調査区で、瓦積み基壇をもっとみられた建物跡の全容を 

確認した。S87ラインのE59〜61で南側が北側に較べて約15cm高い段差があり、この斜面に平瓦• 

丸瓦が東西方向に列をなして並べられているのが確認された。この北側には多量の瓦片が散布し 

ている。またE62ラインのS87〜93.5でも西側が20cm高くなる段差のあるのが認められた。この 

東側には多量の瓦片が散布している。この南北約680 cm X東西約560 cmの長方形の内部は固くし 

まった軽石混暗褐色粘質土で一段高く造られており、この縁辺部に大型の瓦を並べている状況が 

明らかとなった。この瓦列は基壇の高まりの周囲を化粧するためのものかとみられるが、残存 

状況があまり良好でないため細部にっいては不明である。また基壇の上部はかなり削平をうけて 

いるものとみられ、この周囲にはB軽石の糸屯層堆積が良好に残るが、基壇上ではこの層は残存し 

ていない。礎石、根石、柱穴は確認できず、建物の規模および構造にっいては不明である。方位 

はN—4° —Eで南大門礎石列の方位に近い。また、南辺築垣のこの遺構の前にあたる部分では、 

基部が踏み固められたようにしまった軽石混黒褐色粘質土で、SD01でもこの部分が同様な土質 

で山盛こ高くなっている4犬況がみられた。SB02に関係する構造の可能性が考えられるが、現 

状ではこの部分にも築垣本体の築土があって開口部とはみられない。今後の検討が必要である。

今回の調査においては、南大門にっいて、⑴奧行にっいて「上野国交替実録帳」では15尺とす 

るのに対して、現状では21尺あること、⑵方位が南辺築垣東半部に対して4°の振れをもっこと、 

⑶造り替えの行われた可能性が強いこと、などの点を明らかにすることができた。



(2)遺物
南大門周辺のB軽石層下の瓦溜りからは、多量の軒丸瓦•軒平瓦および丸瓦•平瓦に混じって、 

坏•皿などの土器類が出土している。また基壇周辺からは化粧材とみられる角閃石安山岩切石が 

出土している。

Table. 9 第23次調査区出土遺物(Fig. 27)
法 星(mm) 胎 土 Kv]

番号種類 ——r-2---------------- -------------焼成色 調 成形•技法等 If
___________ロ径底部径高さ素-地挾雑物_________________________________ 番万

内面底部から外面胴部にかけてヨpし
① 皿 140 94 25 粗 砂 粒 軟 黄灰色 コナデ、外面底部にヘラケズリ、w

全体の1/3程度が残る 17 -1
内面底部から外面胴部にかけてヨ

② 高台环118 71 47 粗砂 粒軟黄灰色 コナデ、外面底部は糸切り未調整

苒脚 外面昔褐色 内面ヨコナデ、外面胴部から高台
③ で,プ 84 粗 黒雲母やや軟:にかけてヨコナデ、外面底部は糸

局台坏 , 断面灰白色 切り未調整

輪づみ、内面底部から外面胴部に

④ 坏96 44 32粗 軟赤褐色 bり17-2

_________ ___________________________________________ ___________________素の付着あり_________________________

芸^im or 5& 踊 主灰任 卷きあげ水引き成形、口辺部ヨコ7 〇
@ 盍 101 25 & 硬 冃灰色 ナデ、外面上部にヘラヶズリ 17-3

内面底部から外面の高台にかけて
⑥ 高台坏106 62 47 粗砂 粒軟赤褐色 ヨコナデニ外面底部は糸切りらし17-4

⑦ 高台皿148 88 26粗白色鉱物やや硬鵲駿! ミ註套形' 全体にヨコナデ

_内面胴部から外面胴部にかけてヨ

⑧ 高台皿134 84 30 粗砂 粒軟黄灰色 コナデ、外面底部は糸切り、つけ

Z - Z Z 。。如 石 英 私 畲您5窖5ぎ及び’内面胴部から外面胴部にかけてヨ
⑨ 杯 116 66 38 粗 辛 瓜 軟 黒色を呈ナる m ぽ丄众卯い土细赦

雲 母 癖面灰色 コナァ、外面底部は糸切り未目周整

石 英 内面胴部から外面胴部にかけてヨ
⑩ 坏110 60 37粗雲母軟黄褐色 コナデ、外面底部は糸切り未調整

内面胴部から外面胴部にかけてヨ 
⑪ 高台环 132 38 粗 石英 粒 軟 灰白色 コナデ、外面底部は糸切り後ナデ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

⑪

Fig.27第23次調査区出土遺物縮尺1/4 ①•②表土③•⑥•⑦•⑧•⑨•⑩•⑪B軽石層下瓦溜
④ S 92〜96 . E 32-40暗褐色粘質土
⑤ S 94-97 . E55-59軽石混暗褐色土



軒丸瓦には創建期の単弁五葉のもの(Fig. 28-①〜③)から、ヘラ描きの単純化された文様の

もの(Fig. 29-®)まで多種類が出土してVゝる。その中でも重弁四葉のもの(Fig. 29-®)の出 

土点数が多いのが目立ち、南大門の改築に際してはこれが中心に使用された可能性を示している。

rable.10第23次調査区南大門周辺B軽石層下瓦溜出土軒丸瓦(Fig. 28)
番号|_胎 土 ［焼成［色 調］ 成 形 . 調 整 等 鏖

査+Aけやや柏/ C塞 丸瓦部凸面瓦当部より端部方向へのヘラケズリ、凹面布目痕をユビナデ、布のp L
① \硬 質外面黄灰色、断面赤褐色合わせ目痕あり、瓦当部の接合は、1本造り後厚く胎土を埋め込みその後ユビ、

雲母をやや多くふくむ ナデ、瓦当部下半へラケズリ 17-5
⑼ 素地はやや粗く、石英^_ 外而阪任 腑而キ視角 部タト®ナデ、内面布目痕、瓦当部を接着後裏卑$デ、瓦当部の残存は全体
② をふくむ ___________硬 質外面灰色' 断曲赤褐色 の50%程度、裏面にしっくいが残存している、一本造り __________

③ くb白色焼き締め外面•断面とも黒灰色 丸瓦部欠失' 瓦当部裏面布目' 1本造りの可能性がある

奎诎け钮/ 右芷も玄 丸瓦部凸面瓦当方向へのケズリ、凹面布目痕合わせ目.粘土板剝ぎ取り痕があ
④ テ^^)^く、打央を多硬 質外面.断面とも灰白色 る、瓦当部表面に范離れをよくする砂を付着、裏面は接合後ナデそ、の後横位の

くふくむ ヘラケズリ

⑤ 霧管^!'kf英の大焼き締め外面.断面とも灰色 丸瓦部、瓦当部I/3欠失、瓦当部裏面に布目痕 n-7

w耆”r粗“石英ゃゃ頓外面.断面とも灰自色競ussa*群‘当部裏面はユビナデ後下半のみへラヶズリ’粘

⑦ く 雲硬 質外面.断面とも灰白色 丸瓦部’瓦当部大半を欠失' 瓦当范に胎土を充てん後瓦当裏面部を接着するか

Table.11 第22 • 23次調査区出土軒丸瓦(Fig. 29)
胎 土「焼成I色 調「 成 形^ 調 整 等 pl

m 素地は粗く、石英白色キ砧^々L而 蚯而里応在 丸瓦部凸面ナデ、凹面布目痕.粘土板剝ぎ取り$あり、瓦当部奏面ワレ•磨耗P~L
① 鉱物の大粒を多くふくむ焼き締め外面•断面とも黒灰色 の激しい笵型、裏面布目痕、丸瓦部凸面瓦当部寄りに「羊」の刻書がある 17-7

宇+ 如十め办细み/Z- 丸瓦部凸面ケズリ、凹面布目痕をナデ消す、瓦当部は内区を円盤状につくり、
② ;日焼き締め外面.断面とも灰色 それに外区を付加した後出来た溝に丸瓦部をはめ込み胎土を充てんする、瓦裏

色鉱物雲母をふくむ 面_t半はユビナデ、下半はケズリ____________________________________________

/〇\素地はやや粗く、黒色礴 暫外商.析而とも灰白角 丸瓦翹凸面リ、凹面布目痕、瓦当部は表面を苑上に置き丸瓦部を折りまげ17-8
鉱物細粒を多く混じえる硬 質外由.餅曲とも灰日笆 て接着した形跡がある u a

m 素地は粗く、石英.雲めめ碓趣^;苗在ttfTKraPiH-fe 丸瓦部凸面全面ナデ、凹面及び瓦当部裏面に布目痕を残す、丸瓦と瓦当部との17_q
④81^くwやや観外面黒色、醐關色 接続は上部をややはめ込み気味にするも、胎土で充てんする量は少なぃ _2L1

(5) 焼き締め外面灰色' 断面灰褐色 丸瓦部欠失’瓦当部に丸瓦を接着して胎土を充てん' 瓦当裏面ナデ 17-1〇

⑥ 0^11く^?^白硬 質外面.断面とも灰色 瓦当部I/3程度' 裏面に布目' 范に数回にわたって粘土を充てんした形跡あり

⑦ S驟墓,く黒ゃゃ硬K外面黄灰色、断面黒灰色合隸は玄失' 瓦当部表面砂多く、裏面布目痕ぁり、布目を二次的

⑧ 暫5冗や粗く’石英やや硬質外面.断面とも灰白色 m瓦当部接合部分欠失、瓦当部表面砂の付着あり、内区をつくった後外

Table.12第23次調査区南大門周辺出土軒丸瓦(Fig. 30)
番号I胎 土「焼成「色 調1 成 形 . 調 整 等 

M 素地はやや粗く、石英: 从® 船白在 丸瓦部凸面端部分方向へのヘラケズリ後ナデ、凹面も同じ、粘土板の接合ありP L
① 驟粒を多でふく?硬 賞外面.断面とも灰白色 顎部は特別につくり出しておらず、平瓦の端部をふくらませ、型挽き三重弧文17-15 

耗,十A楠/～～外面.断面とも黒灰色 平瓦部凸面端部分方向へのヘラケズリ、凹面布目痕が残る、粘土板剝ぎ取り痕
② \硬 質断面には一部灰色のしま模骨痕あり、側面の面取り3、型挽き三重弧文、韻は特別につくり出しておら

鉱物、雲母をふくむ が入る ず、平瓦の端部をふ.くらませているだけ

素地は粗く、石英•雲 平瓦部凸面全面縄叩後ナデ、一部に赤色塗料の付着が認められる、凹面全面に
¢3)母.白色鉱物.黒色鉱硬 質外面•断面とも青灰色 布目痕が残るのを一部ケズリ、粘土板剝ぎ取り痕、粘土板の合せ目あり、側面17-11

物などをふくむ_____________________________________ の面取り2____________________________________________________
素地はやや粗く、白色： 外面•断面とも概ね青灰'平瓦部凸面ケズリ後ナデ、凹面布目痕•粘土板剥ぎ取り痕あり、側面の面取り

④ ®獨をiくTくb 硬 質色_____________________、瓦当部は先ず范に粘土を入れ、平瓦と接合後曲線顎につく____________________

平瓦部凸面大分のケズリ、凹面布目痕をケズリで消す、粘土板剝ぎ取り痕あり
⑤ 1；粗ミこ黑色硬 質外面青灰色、断面灰色 側面の面取り1、凸部に丸くケズリ、范は平瓦部をおき、一気に曲線顎状につ17-12

鉱物を多くふくむ くる

一一it 々遍主締 平瓦部凸面ケズリ後ナデ、凹面布目痕.粘土板剝ぎ取り痕.模骨痕あり、側面⑥ 素地はやや粗く、白色硬 質tSz穴ン〒z色との面取り2、顎部は平瓦端部をふくらませ、花の部分をおおう分を付加し、さ
リ 鉱物を多くふくむ M褐色のしまか入る らに補強部分を足して曲線顎をつくる

丰视1+めめ*n/一平瓦部凸面ケズリ後ナデ、凹面布目品.粘土板剥ぎ取り痕あり、側面の面取り
⑦ S_Tやや粗く'白色硬 質外面.断面とも黄灰色 2、顎部は平瓦端部に曲線顎状の部分を付加し、補強用粘土で充てん、凸面に17-13

鉱物をふくむ 赤色塗料の付着がある

i奮T浅く、白色鉱物硬質外面.断面とも灰色g認靉U我目痕.粘土板の合せ目ぁり'側面の面取り1“ 

i靈1雜h晋む黒焼き締め外面.断面とも黒灰色鹄品:汐る凹面布目痕.粘土板の剝ぎ取り痕ぁり'顎部は平瓦—

I雛n艺ぞ英.焼き締め外面.断面とも青灰色?觀湍混溫驟Ki觀！？^^ —

I奮鮮；^艺、む石英焼き締め外面.晒とも青灰色羿%:^5部へ顎部をはめ込み段顎となる、接合をよくするため、工具で

⑫ 掘薄く［ 質|外面.断面とも黄灰色|顎部のみ、平瓦と合せた後箝にのせ曲線顎につくる |n-ie
素地は粗く、白色鉱物： 7外面.断面とも灰色に白顎部のみ、段顎で、粘土の帯を3回程度重ねてつくっている、瓦当裏面となる

⑬I くふくむ 硬 良Iい斑状の部分が入る |ところに赤色塗 



Fig. 28第23次調査区南大門周辺B軽石層下瓦溜出土軒丸瓦縮尺1/5

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

アミの部分は丸瓦部分を示す



Fig. 29第22 « 23次調査区出土軒丸瓦 縮尺1/5

①
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③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

アミの部分は丸丸部分を示す

①〜⑥•⑧第23次調査区南大門周辺B軽石層下瓦溜 
⑦第22次調査区表土



Fig. 30第23次調査区南大門周辺出土軒丸瓦縮尺1/5

①
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⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑫

①〜⑤•⑦〜⑬B軽石層下瓦溜
⑥南大門基壇上面



(3)文字瓦

今回の調査で出土した遺物の中でも、南大門および南辺築垣に使用されたとみられる瓦の中に 

文字を記すものが多数あったことが注目された。これらは(1)墨書するもの、⑵押印をするもの、 

⑶ヘラ描きするもの、に区別される。

墨書をもつ瓦はこれまでに南大門周辺から3点の出土が確認されている(Fig.18-1.2.3)。この中 
(馬力)

の2点は「凡国足」•「里麻呂」と人名を記しており、1点は「□野」と記されている。いずれも 

桶卷造りの平瓦の凸面に書かれている点が共通しており、人名はやや小ぶりな書き方をしている。 

これらは国分寺の瓦の中でも比較的古いものに書かれている。

押印には「山田」(Fig. 32-③)•「勢」(Fig.32-①)•「勢ロ」(Fig.32-②)の郡名とみられるも 
(廣力)

のがある。この他に「圍」(Fig.32-⑥)•「菌□」(Fig. 32-④)•「□山」(Fig.32-⑤)などがある。 
(廣力) • 

特に「□山」の出土の多いことが目立つが、この字義は不明である。

ヘラ描きは多数出土しており、まだ整理が終了していないが100点以上あるとみられる。この 
(部)

中でも無段式丸瓦の側縁部に狭端を上にして「山字物マ子成」と大書されたもの(Fig. 31-®) 

のあることに注目される。これは「物マ子成」の姓名の上に「山字」を加えたもので、これの字 

義について(1)人名の一部であるか、⑵地名であるか、の問題が生じた。これを検討するについて、 

第9トレンチの南辺築垣外側から出土した⑷「山字子文麻呂」(Fig.3卜②)、第1トレンチの南辺 

築垣外側溝から出土した⑼「山物マ乙ロ」(Fig. 31-(3))が参考となる。(イ)とは「山字」の部分が、 

⑼とは「物マ」の部分が共通するが、さらに⑹の最初の字である「山」は、これら全部の第1字 

である点で共通している。そこで「山字」について他の史料で検討すると、高山寺本『和名類聚 

抄』郷名部の多胡郡に「山字也末奈」の郷名のあることが知られる。この「山字」は二十卷本『 

和名類聚抄』では「山宗」と書かれており、『続日本紀』和銅4 (711)年3月辛亥条の多胡郡建置 

の記事では「山等」、天平19 (747)年2月の『法隆寺伽藍縁起幷流記資財帳』に「山部郷」、正倉院 

庸布墨書に「山部」または「山那」とあり、一定していない。従って「山字」をもって直ちに郷 

名とするには問題が残るが、「字」には「あざな」の訓と「人名、な」の字義があること、また現 

在まで「山字物部」•「山物部」および「山字」の姓の例の知られないことなどを考慮し、これ 

を『和名類聚抄』に従って郷名の「也末奈」と推定.しておきたい。こうしてみると「山字物マ子 

成」は「郷名+姓+名」であり、⑷の「山字子文麻呂」は「郷名+名」、(ロ)「山物マ乙ロ」は「郷 

名の省略形+姓+名」であると解釈でき、郷名を1字に省略する例のあったことが考えられる。 

そしてこれに該当するものとして「石」(Fig.32-㉞)=碓氷郡石井郷または新田郡石西郷、「長」 

(Fig. 32-®)=片岡郡長野郷または群馬郡長野郷、「真j (Fig.32-®)=勢多郡真壁郷または山 

田郡真張郷、「高」(Fig.32-㉗)=緑野郡高足郷などがあるが、そのなかでも「八田j (Fig.32-©) 

=八田•「辛口」(Fig.31-④)=辛科•「織j (Fig.31-®)=織裳•「武」(Fig.32-®)=武美•厂 

山j (Fig.32-®)=山字•「大j (Fig. 32-®)=大家など、多胡郡管下の郷名に該当するものが多い 

ことに特色がある。そして先に掲げた⑼と同文のものが吉井町多比良の滝の前瓦窯跡から出土し



ており、「山字乙稲〇」と(イ)と類以したものが同町黒熊の塔の峯から出土していることを考慮する 

と、(1)南大門および南辺築垣の修造には多胡郡内で生産された瓦が使用されていた、⑵同郡山字 

郷を本拠とする物部氏がこれに関係していた、の点を指摘することができる。これら以外に注目 

されるものとして「大伴」(Fig. 31-(6))があるが、これを姓とみた場合、「大伴宿祢」が弘仁14 ( 

823)年に「伴宿弥」に改姓しており、この改姓以前のものである可能性を示している。今のと 

ころ類例が確認されていないため、これのみをもって判断をすることはできないが、この瓦の作 

成された下限、即ち修造の行われた時期を知る上で注意すべき資料である。

この他に「寺」(Fig. 32-⑬.⑭•⑮)があり、瓦のあて先を書いたものであることが考えられ、
(守力) へ

「館□」(Fig. 32-®)は職名を書いたものである可能性がある。厂］1～1成匚j (Fig.31-®)は他の 

出土例から「少部辟:匚」または「小郷成匚」であることがわかり、これは比較的出土点数が多い 

が、「少部」または「小郷」については他の出土例および史料との検討が必要である。

上野国分寺の創建については『続日本紀』天平勝宝元(749)年に碓氷郡の石上部氏と勢多郡 

の上毛野朝臣氏の知識物献納の記事があり、これらの氏族が尽力したことがわかる。この地域の 

物部氏についてはまだ研究が進んでいないが、緑野郡•甘楽郡•群馬郡といった上野国の南西部 

諸郡に分布がみられ、神亀3 ( 726 )年の金井沢碑に物部君午足らが知識を結んでいることが記 

されていること、石上部氏と深い関係を有する氏族であることなどの点から、窯業生産との関連 

および仏教との深い係わりをもつことが推定される。今回出土した文字瓦と考え併せてみると、 

一族の中に中衛府の官人となっていた者のいることなどにより、政府の要請である国分寺の修 

造に氏族の活動として参加をした、あるいは尽力を求められたことが想定できよう。

Fig. 31南大門周辺出土文字瓦1.縮尺1/3
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Fig. 32南大門周辺出土文字瓦2.縮尺1/3
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V まとめ

今回の調査の主な目的である寺域北辺部および僧房•南大門の確認調査を中心に、そのまとめ 

と今後への課題を示しておきたい。

寺域北辺については、これまで⑴金堂中心から1町、⑵南迈築垣から2町、の2つの可能性が 

考えられてきた。第21次調査は史跡地北西隅の墓地跡で、金堂中心から1町の線上(N133.9)にか 

かる位置で行った。ここは周辺より一段高い地形となっており、築垣の遺存することが期待され 

たが、地表下20cm程度で砂質土の地山となっていることがわかった。このだめ築垣は残存してい 

なかったが、N130から北側が僅かに高くなり、N136から北に向かって急に低くなっている状況 

が検出された。これを直ちに築垣の基部であると断定するには問題があるが、N136の北側で地 

形の変化のあることが認められる。⑵の位置では築垣•溝などの遺構は確認できず、また伽藍配 

置の上からみて士堂の北側部分が狭くなるが、(1)の位置付近は現在道路となっており、西半部分 

では東国分の集落がこれより北側にとどまってあることから、この道路の位置が土地利用上の境 

界となっていたことが考えられる。最終的には金堂中軸線の北側へ1町の位置で、現在道路舗装 

の下にあると伝えられる礎石の確認をまたねばならないが、以上の点から北辺築垣は金堂中心か 

ら1町の位置にある可能性が強いと判断される。

僧房については遺構を確認することができなかった。寺域北半部はほぼ全面が砂礫土の地山ま 

で攪乱をうけており、この地山面には北西から南東への流水による削痕が認められ、また砂と小 

礫の堆積があった。この流水の時期は明瞭でないが、昭和56年度調査の推定東大門の内側でロー 

ム層上に瓦片を含む砂礫層があり、これは西から東への流水によって形成されたと認められるこ

と、この上25〜45cmのとこ 

ろにB軽石の糸屯層堆積のあ 

ること、などの点を考え併 

せると、寺域北半部は地形 

的に流水の影響をうけ易く、 

国分寺の存続期間中におい

てもこの被害をうけたこと 

があるものとみられる。こ 

れに加えて集落に近接して 

いることもあって、後世の

攪乱も著しく、国分寺に関

係する遺構は井戸1基(S

E04)を確認したにとどま 

った。この井戸の所在から、 

この付近に居住区があった

ことが推定された。Fig. 33伽藍推定図(太田静六氏)



昭和57年度の第17次調査区で、梁間2間で南北に長く (桁行9間分を検出)金堂と方位を一致 

させる掘立柱建物(SB09)が検出された。これの西側210 cmの位置で、西側が低くなる段差の 

つくられていることから、これが西面回廊の一部である可能性が考えられた。しかしSB09の北 

方への延長部が確認されないこと、これの金堂寄りで礎石根石の痕跡とみられる遺構の検出され 

ていることから、これが回廊であるか否かの判断は今年度の調査の結果によることとなった。そ 

のためSB09の南端にあたるS43.5の線と金堂中軸線との交点付近で、中門と南面回廊の所在が 

推定される位置の調査を行ったが、これらの遺構は確認されなかった。ただこの東方のSD10 

から礎石とみられる石が2個出土しており、回廊は礎石建物であった可能性を示している。これ 

らのことからSB09は回廊の一部ではなく、中門と南面回廊はより金堂に寄った位置にあった可 

能性も考えられ、この周辺の調査を実施した上で判断をする必要が生じた。

南大門については、「上野国交替実録帳」にその規模が記されているが、金堂中軸線と南辺築垣 

の交点付近が後世に溝状に掘り込まれていることから、東側1/3のみが残存している可能性が考 

えられた。また従来の研究でFig. 33のように南大門が南辺築垣の線よりも内側に入った位置にあ 

ることが想定されていた。これの確認を目的として調査を行ったが、東妻側の礎石3個と基壇、 

それに取りつく南辺築垣などが検出された。礎石は両側の心心距離が630 cmで、南辺築垣の東半 

部はE — 3°50しNの方位でこの中心部に取りつく。築垣は地山を削り出した上に、基部巾2⑻cm 

で粘質土を1単元3〜5 cmで版築様に積み上げている状況が認められた。また1ヶ所のみである 

が寄柱とみられる柱穴1対を検出した。寺域内は外に比べ約60cm高く造成されている。基壇の縁 

辺は玉石を並べて造られているが、周辺から角閃石安山岩の板石など加工されたものが出土して 

いることから、これらが化粧材として使われていた可能性も考えられる。この調査の結果から、(1) 

南大門で検出された礎石の方位は金堂•南辺築垣の方位と約4°の振れをもち、塔とほぼ同方位を 

示す、(2)現状の礎石の奥行きは630 cm (21尺)であるが、これは「エ野国交替実録帳」の記載と 

異なる、(3)南大門基壇は造り替えの行われた状況があり、古い段階では南辺築垣と方位を同じく 

するものとみられる、⑷南辺築垣の西半部は東半部に対して北側に振れる方位をもつ可能性があ 

る、⑸これまでの伽藍配置の想定と異なり、南大門は南辺築垣から内側に入って造られていた状 

況は認められない、⑹南大門の東約28mの所に方位を同じくする680X560cmで南北方向の基壇と 

みられる遺構がある、などの点が確認された。これまでに確認された遺構の方位が、金堂に一致 

するものと塔に一致するものに大別できる傾向のあることに注目されると同時に、「エ野国交替実 

録帳」の記載と異なる状況のあることに新たな問題が提起された。

遺物としては、南大門周辺から出土した人名•地名の書かれた文字瓦に注目された。この中に 

「郷名+姓+名」および「郷名+名」の形式で書かれたものがあり、また郷名は1字に省略され 

て書かれたものがある。氏族名としては「物部」.「大伴」があり、郷名には「山字」•「辛□」•「 

八田」•「織」•「武」など多胡郡に関係するものが目立つ。国分寺の創建と修造に係わる氏族の動 

向を知る上で貴重な成果である。



PL.1

1.第12トレンチ拡張調査区全景(西から)

2 . SA01• SD07検出状況(南から)



PL. 2

1.第12トレンチ拡張西

部調査区全景(南から)

2 . SA01柱穴遺物出土
状況(南から)

3 . SA01柱穴重複検出
状況(南から)



PL. 3

(上)1.第20次西部調査区全景 

(北から)

(下)2 .第20次東部調査区全景 

(北から)

3 .第20次西部拡張調査区全景 

(東から)



PL. 4

1.SE04検出状況
(南から)

2 . SE06検出状況
(南から)

3 . SK14検出状況
(南から)



PL. 5

1.第21次調査区全景 

(東から)

2 .北辺築垣推定地周辺 

検出状況(南から)

3 .北迅築垣推定地 

(西から)



PL. 6

(上)1.第22次調査区
全景(西から)

(下)2 .第22次西部調
査区全景(南から)

3 . SD10周辺検出状況
(東から)



PL. 7

(上)1.SJ09完掘状況(西から)

(中左)2 . SJ 09ベッド状遺構(南から) 

(中右)3 . SJ 09南壁張り出し(北から)

4. SJ10完掘状況(西から)



PL. 8

1.第22次東部調査区全景 

(西から)

2 . SJ11完掘状況•左側 

はSD10 (南西から)

3 . SE07完掘状況•右側 

はSJ11(南から)



PL. 9

1.第23次調査区全景航空写真(上が北)

2 • SF01• SB10検出状況(北から)



PL.10

SB10基壇検出状況
(東から)

2 . SB10-SF01-SD01
検出状況(南から)

3 . SB10基壇北側縁石
検出状況(北から)



PL.11

1.SB10基壇石列検出状況(南から)

2 . SF01築土 •寄せ柱検出状況(東から)

3 . SB10基壇内側石列積み上げ状況

(東から)



1.第23次東部調査区
全景(東から)

2 .第23次東部調査区
検出状況(西から)

3 . SB02検出状況
(北から)



PL.13

1.第12トレンチ拡張 須恵器蓋

2 .第12トレンチ拡張 須恵器蓋

3 .第12トレンチ拡張 須恵器坏

4 .第12トレンチ拡張須恵器坏

5.第12トレンチ拡張 須恵器高台皿

6 .第12トレンチ拡張 土師器坏

7 .第12トレンチ拡張 土師器甕



PL.14

1.第20次内耳堝

2 .第20次内耳堝

3 .第20次灯明皿

4 .第20次陶器•足付埦

5 .第20次 灰釉陶•局台付底部

6 .第21次陶器ぐVゝ呑

7 .第21次陶器•皿

8 .第21次陶器大甕

9 .第21次素焼皿



PL.15

1.SJ09 土師器坏

2 . SJ09 土師器坏

3 . SJ09 土師器坏

4 . SJ09 土師器坏

5 . SJ09 土師器坏

6 . SJ09 土師器

7 . SJ10 土師器甕

8 . SJ10 土師器甑

9 . SJ10 土師器坏



PL.16

1.SJ11土師器長甕

2 . SJ11須恵器提瓶

3 . SJ11手捏土器

4 .第22次土師器長甕

5 .第22次須恵器蓋(外面)

6 .第22次須恵器蓋(外面) (内面)

7 .第22次須恵器坏



PL.17

1.第23次須恵器皿 

2 .第23次須恵器坏

3 .第23次須恵器蓋

4 .第23次須恵器商台坏

5 .第23次B軽石層下瓦溜 軒丸瓦

◄

(

創
建
期)

7 .第23次B軽石層下 軒丸瓦

◄

(

改
築
用
と
み
ら
れ
る)

7 .第23次B軽石層下瓦溜軒丸瓦 8 .第23次B軽石層下瓦溜 軒丸瓦

9 .第23次石層下瓦溜 軒丸瓦

10.第23次B軽石層下瓦溜 軒丸瓦

11.第23次B軽石層下瓦溜 軒平瓦(創建期)

12.第23次B軽石層下瓦溜 軒平瓦 

13.第23次南大門基壇上面軒平瓦

14.第23次B軽石層下瓦溜 軒平瓦

15'總B軽石層下瓦溜

16 -鸛瓷B軽石層下瓦溜



PL.18

1.第23次B軽石層下瓦溜墨書瓦「£)国足」 2 .第23次B軽石層下瓦溜

▼

墨

書

瓦

「
里
麻
呂
」

3 .第23次B軽石層下瓦溜

(

馬
力)

▼

墨

書

瓦

「

野
」

4.第23次B軽石層下瓦溜

▼

「
山
字
物
マ
子
成
」

5 .第23次表土下層

▼

「
辛□

子
浄
庭,

6.第23次B軽石層下瓦溜

◄

「
織
山
長
丄
」

10.第23次瓦溜「大伴」 8 .第23次暗褐色粘質土

◄

「
八
阿
子
〇
」

9.第23次B軽石層下暗褐色土押印瓦「山田」 10.第23次B軽石層下瓦溜

▼

押
印
瓦
一
？E

山
」

11.第23次築垣南瓦溜

▼

押

印

瓦

「圍
」

12.第23次瓦溜「寺」 13.第23次暗褐色粘質土「館□」
14.第23次築垣南表土

◄

「辛
日
」

15.第23次B軽石層下瓦溜

▼

「
八
田
大
」

16.第23次南大門周辺瓦溜 隅瓦(凸面) (凹面) 17.第23次南大門基壇上
角閃石安山岩切石(正面)

⑽面)



参考文献(文字瓦関係)

<報告>「国分寺の文字瓦」上毛及上毛人第66号1922年

秋山吉次郎「国分寺址より出でし文字瓦に就て」 上毛及上毛人 第77号 1923年

住谷 修「上野国分寺の文字瓦に就て」上毛及上毛人第163号1930年

相川龍雄「上野国分寺瓦考(一)」上毛及上毛人第208号1934年

同 「上野国分寺文字瓦譜」 1934年

住谷 修「上野古瓦文字考(上)•(中)•(下)」上毛及上毛人第218-219-220号1935年 

松田 鏆「上野古瓦文字(一)•(二).(三)•(完)」上毛及上毛人 第224.225.226-227号 1936年 

相川龍雄「上野国分寺瓦の考察」考古学雑誌第33卷第12号1943年

同 「上野国分寺文字瓦研究(上)」 上毛文化第9卷第1号(第76号)1944年

住谷 修「上野出土文字瓦」 上毛史学 5号 1954年

調査関係者(敬称略)

発掘作業員

一倉ヤヨイ•伊藤もと.入沢喜一•入沢タケノ .上原隆子•片山幾子.金井モトヱ.菊地松之 

助•静キヌヱ.渋谷ユキ•白井テル.住谷紀子•田原かねえ.塚田マサエ.塚田みさほ.塚田 

光代•塚田幸雄•仲野俊雄•蜂須賀トミ子.東野菊江.東野ノブ子•松田郁雄

整理補助員

関口功一(立教大)•大塚一彦•亀山幸弘•小林康典•柏瀬和彦•湯本俊明•間渕幸代•横澤 

永子(以上群馬大)•神宮淳美•木下道子•新井万里子•清水千景

協 力

群馬町教育委員会•前橋市教育委員会.群馬町東国分地区•(財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

この他に住谷隆司、住谷宗七、塚田巖ほか多くの方々のご協力とご指導を得た。
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